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曹達木材パルプの腐敗に關する硏究

1

三好,東一
t \ - J

緖 言・

’林業經皆上未制用材の利用開發に資する目的を以て,帝室林野局に於て發明せし簡易曹達 

木材バルブ製造法は,昭和12年以來?愤として實行せられ,現在に於ては旭川,東京,名古 

屋,木曾,各支局管內に七工場を有し,ヒノキ,スギ,アカマッ,サハラ,カラマツ,エゾマ 

ツ,トドマツ等を原料となす曹建パルプを年平均300,000危生產しつつあり。

< 是等製品パルブは主として和紙原料として一般製紙業者に配給せられたるも,近時共特性

を認めらるるや,用途も亦廣汎に及び,特殊製紙共他工業原料として’實用に供せらるるもの 

著しく増加せり。

由來本方法は極めて簡駐なる装置を以て適所に工埸を建設:し,製品は股山村の副業とし 

て,近接する和紙業者に供給するを圭眼となせ・しため,製品は總て濕潤バルブとなし,品質・ 

の向上を計ると共に離解操作を容易ならしめたり。

從って製品は常に約60%の水分を含有する狀態に於て取扱はるる關係上,製品貯戯倉庫 

內氣溫攝氏20 .度以上に達する夏期に於てはバルブの腐敗に期し相當なる注意を要するもの 

と認めたり。

幸にして未だ甚大なる被害を蒙りたる例なきも,一時倉庫內に貯蔵せ・しスギ,ヒノキ,ア 

カマツ等の・ハルプの一部に腐敗せしものを認めたるを以て,此處に共原因,經過竝に紙質に 

及ぼす影響に關し 調査硏究に着手し是れと共に適切なる豫防法を考究せんとす。

因に吾國に於けるパルブ製造工業の現狀を觀れぱ,近時輸入バルブの數讶著しく減少せ・し 

爲め,是れに關聯して國內產パルブの需姿は著しく増大'せらるる傾向あるは,蓋し必然的現 

役と誚ふを得べし。從って,一般にバルブの製造に際しては,便宜上バルブ乾燥工程を省略 

し,濕潤パルプとして供給せらるる場合多きため,製紙工業に於ても原料として濕潤パルプ 

を取扱ふ機會も亦蜥加・せらる・べし。

依って玆に本試驗に關する成績を取纏め報吿し斯學竝に斯業の箜者に賣せんとす。

本,武驗に關し供試料の採取上特に斡旋の勞を執られたる東京/林局,靑森皆林局竝に當局 

關係出張所職員各位に對し共の好意を深謝す。
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I 試驗方法

本研究に供せ・し試料・は帝室林野局經法の曹達木材パルブ製造工埸及東京笹林局岩村田梵林 

署所屬工場共他民間工場に於て蜒せし「スギ」「ヒノキ」「アカマツ」「カラマツ」「アスナロ」 

未晒パルプより採取せ・しものにして,本養料は特に雜菌の侵入を防止するため蒸煮靖選後 

は出來得る限り無菌的扱ひを以て取寄せたり。而して當揚に到着せるパルプは種類別に各 

50瓦を供資料(水分含有率平均60 %)として採取し 是れに蒸储水60 c.c,を加へ500 

c.c•入三角フラスコの底部に平滑に(2ぎ,直ちに髙畴縦內に移し,最高氣眼25ポンドを以 

て約一時間殺菌し,三角フラスコは共傷一書夜放置する方法を二回繰返せり〇因に供試用パ 

ルプは略中性とす〇

本硏究に供せ・し試料パルプに關し產地竝に碰類を示せば第一表の如し。

接種用の母菌は捅氏25辰を以て約ーヶ月間純粹培養せしもの!9種(第2表)にして前

第一表 供弑料「パルプ」の種類並に產地

審號 種 類 ,産, ・地

1 ス ギ 名古屋衣冠 必津:出狼所大杉谷工場

2 ヒ ノ、キ 木曾亥局 野尻出班所阿杳工場

3 アカマッ •東京支局野邊地出張所横澤工場

4 カ ラ マッ 束京瞥林局岩村田管林署小瀬工場

5 アス ナ ロ 靑森既習歩市大淡・製材株式會社

記殺菌パルプに夫々を接種して其經過,腐敗の狀況等を頫察するものとせり。

本母菌の培養には醤油,寒天,培養塞を用ひ,接種［には寒天斜面培養のもの各1本づつを 

使用し,攝氏25度の恒溫地下室に配置せり。

第2表 供試用凿類の稲類

•番號 菌 名

1 ミダレアミタケ Daedalea unicolor (Bull.) Fr

2 ブナ靑變菌 Endoconidiophora Bunae Kitajiriia

3 マンネンハリタケ Ecbinodontium tsugicola (P. Henn et Shir) In azeki

4 ツ ガサル ノコ シカケ Fomes pinicola Fr. »

5 クロコブタケ Hypoxylon annulatum Mont.
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番號 菌 名

6 ニクウスパタケ !rpex consors Berk.

7 ヒメ シロカヒガラタケ Lenzites Yoshinagai LLOID

8 エゴノキ タ ケ Lenzites styracina Henn et Shirai.

9 ダイダイタケ Polyporue illicicola P. Henn.

10 マスタケ Polyponia sulpbureus (Ball.) Fr.

11 ヒイ ロタケ•Polystictus sanguineus (L.) Fr.

12 カハラタケ Polystictus versicolor (L.) Fr.

13 ワタクサレタケ Poria vaporaria (Pera.) Fr.

14 スエヒロ タケ Schizopbylluni commune Fr.

15 カタシラゲタケ Trametes hispida (RxgL) Qi谊・

ヽ16 クロ クモタケ Polystictus versicolor Fr. var. nigricans Lash.

]7 クリタケ Hypholoma subloteritium Schaett：

18 No.1.

.19 No. 2.

備考第2 &に揭載せ・し苗類中迪,19,は帝室林野局所JSパルプ工場倉庫內に於て採取 

せしものにして種類不明につきNo'1；No- 2•とす。

林類別竝に菌類別に調製せし培逢祐は共個腹E弟"個に及びたるも’尙窺敗の進むに伴ご、パ 

ルブの性質に及ぼす影響を調査する目的を以て個體每に各三個づつを準備し,且つ試驗弛行 

上比較調査の塞準となす爲め菌類在接極せ" ざる標準パルプ試料を各樹種に就き三個づつを同 

一條件に依りて調製し,同樣に恒溫地下室內に配列せり。

本硏究は叙上せ・し供試料の盹囲內に於て曹達木材バルブの腐敗に關し調査試驗を施行せん 

とするものなるも,共主眼となす要項は樹柄別バルブに對する菌類別被害の程度,！B重を比 

較調査し,且つパルプの品質に及ぼす影響に就ぎ硏究するにあり。

依って,•試驗方法は第1に肉眼的觀察に基きて腐敗Q經過狀況を比較調査し,第2に顯微 

化學的試驗に依りて木材組織に及ぼす影擀を鏡旋し 是等の成結を綜合一括して結論を求め 

んとするものにして,各試驗事項に就きては常に無菌害標準バルブと比較對照し腐敗に伴ふ 

現象を觀察するものとせり。
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II試驗成績

昭和14年10月5日,供試料バルブに菌類を接孤し,恒溫地下室內棚上に配列したる後 

は,5日每に腐敗に關する經過を調査せり。此處に經過日數!0日を經たる同年10月15 

日を第1回とし,同年11月!7日を第2回,昭和15単1月16日を第3回,昭和!5年 

3月16日を第4回となし,試驗を終了せし昭和15年12月16日を第5回として共期間 

中に於ける狀況を肉眼的に調査し,無菌標準パルプに获き對照せり。共の成績茨の如し。

因に,本調査に於ては空中误J絲の量は,多,普通,少となし,色調は外觀的色調に依り記戒 

するものとす。菌絲繁殖の狀況は粗,普通」密,に分類し,菌絲發育の狀況は供試料パルプ 

の表面に發育する場合及び共嚇に發育する揚合等に分ち,蘭叢部の分泌物は有,無とし, 

菌喪の形狀は丽萄狀,班紋狀,疎散狀,平滑狀,尖形狀符に分類•せり。供試料の舟敗に依る 

變化は菌絲發冇の狀況竝に腐敗の程度を主眼となし,共の程度を+印を以て現し+, ++, 

+ + +, + + ++, + + + ++,とし被害甚しきものを+ + + + +とし,全く被害を認めざ 

る埸合は一印を以て記載す。

(1)供試料の變化

供試料パルプに接種せし菌類に依る變化は便¥上三角フラスコの底都に接する供試:料バ 

ルブの底面u現はれたる外觀的變徴を以てせり。卽ち第3表に示す如くにして,蘭項に依 

りて相違するのみならず培養慕の稚別に於ても共の程度を異にす。卽ちNo. 2•ブナ靑變 

曲,^O. ■■：.マンネンハリタケ等は何れも認,め得べき程度の變化を生ぜざりしも,No. 6.二 

クウスパタケ,No. 7.クヒメシロカヒ’ガラタケ,卜捕•8.エゴノキタケ,No. 9.タイダイ 

タケ苓に於ては變徴比帔的顯k:なり。而してNo.11.ヒイロタケ,No.12.カハ々ケ, 

No.13.,ワタクサレでケ,N。•也カタシラゲタケ等は變化の程度は中麻と認めらるる 

も,牯にNo・16.クロクモタケは供試料LスギバルブJに於てのみ比較的大なる變化在生ぜ 

しめたるは注qせらるべぎ現拳なり。而して供;酬パルプの種i別に依り變化の程度を觀れ 

ば,特に顯著なる差違吁?め曾ざるも「アスナロバルプ」は比較的に僅少なるものと見做さ 

る〇本成結は饵3回,押査以降に於ける肉眼的調査結果にJ,滴類別せしものにして,了目察上 

诳潤パルブを取扱ふ埸合は初期に於ける變化の有無,綏急等を參照し,席敗の経過を襟別 

するを肝要とますべし〇
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第3表 供試料の肉眼的訓査に依る腐敗の程度(經過日數2〇〇日)

韻 の 名 補

供 駅 料 の 種 別

帝 號
ス ギ ヒノキ1 

Kルフ"
アカマッ カラマッ アスナロ

パル7' バル7' バルプ 万ルプ

1 ミタレアミ孝ケ + + + + + + + + + + + + + + + •+ +

2 1 ナ ナ 世變あ ■ _ — — — L

3 マンネンハリタケ — — — 一 —

4 ッガサルノコヌカケ + + + + + + + + + + +

5 ク ロ コ フ・タ ケ + + + + + 一

6 二クウスパダケ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

7 ヒメシロカヒガラダケ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

8 エ ゴ ノ キ タ ケ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

9 ダイ ダイ タケ + + + + + + + + + + + 4 + + + + + +

1〇 マ ス タ ケ + — — + +

11 匕 イ ロ タ 歩 + + + + + + + + + + + + +

12 カ ハ ラ タ・夕 + + + + + • + + + + + + + + +

13 ワタクサ・レタケ + + + + + + + + + + + + +

14 ス・エ ヒ ロ タ ケ + + + + + + + + + +

15 カタシラゲタナ + + + + + + + H- + + + +

16 ク ロ グ モ タ ケ + + + + + —• — — +

17 ク リ ダ ケ + + — + +

18 No.1. + + + + +

19 No. 2. + + + + + +

(2) 供M料バルブの色胴の變化

供試料は未晒温潤パ人・ブなるを以て,共の色訓は何れも淡褐色を呈す。然るに商敗環象 

の進I仕に伴ひて色囘著しく變化を生じたるも6 及び顯暑たらざるもの界ありて共つ槌化 

極めて復'准にして單一ならざるものあるも,是れを大別すれば,原色淡掲色を白色に雙化 

せしもの,原色淡福色を黑福色に變化せしものに類別し^べし〇此忠に苗侦の接種に装く 

供,成バルブ色訓の鋭化を三角フラスコを頌倒し,共底面に现はるる表徴に依り肉眼的に凋 

査せし成結を示せば第4表の如し。

本成紡に依れば供試料の腐敗に依る變化(第3表垒照)とは密接なる關係を有し,供試 

野づ.3化に皆なるものは色物の變化も亦顯著なるべきも:色調變化の經過狀況を洋翎に敬



察すれば,供試料を白色に變化せしめたる場合,共の初期に於ては班紋狀に現はれ,漸次 

是れを中心として撅大する傾向を有し,供試料を黑褐色に變化せしむる場合は初期より全 

面的に進展する傾向を有す。前者にして顯著なるはNo. 7.ヒメシロカヒガラタケにして, 

(第9圖參照)後者に於てはNo.13.ワタクサレタケを代表的例證と見做さるべし。(第 

6圖參照)此處に特異的現象と見做さるるは,供試料を白色に變化せしむる際,局部的に 

黑构丐の斑紋を出現する埸合にして,No. 7.ヒメシロカヒガラタケを代表的例證とする 

も,兩者の境界は明瞭なり。(第8圖參照)然して白色,黑褐色の兩者を出現せる場合は 

兩者の占領面積の比率は一定ならすし七,初期より黑褐色に變化する埸合は白色の變化を 

伴はざるものにして,No.13.ワタクサレタケは共の例證と見做さる。(第7圖參照)

叙上せし成績を供試料の兩敗の程度と對照すれば供試料の腐敗の程度比較的迅速に進み 

且大なる場合は供試料を白色變色する菌類に多く ,白色に黑褐色の班紋を伴ふ埸合:供試 

料彳爾敗の程度は中庸と見做され,供試料の色調を黑褐色に變化せしむる場合は變化僅少 

なる傾向あるも,供試料の原色の淡楊色なるがため肉眼的觀察に於ける誤差も加はるべ 

し。是等色調の［••’化は供試料の種別には特に關係な咅ものと認められる〇試みに白色に變 

化せし供試料の一部を採取し,温水洗滌を施せば晒パルプに近似の色調を呈す。斯くの如 

く供試料の色調を變化せしめたるは所謂「セルロ ーズ」溶解菌(Deatraktionspilz)或はリグ 

=ン溶解菌’Korrosionspilz)に所屬する菌類の表徴する現象と思惟せらるるも是等の分類 

も絕對的のものに非ざるべぎが故に此點未だ明晾a'らず。W. Davidson. AV. A. Canip- 

lelL J Blaisdel!の諸氏は2〇〇種:の菌類に就き從來判斷上に取扱はれたるBavendarnmの 

酸化酵素反應を適用し,大;澄に於て信就すべき反應となすも,伊藤一雄氏はッガサルノコ 

シカケ他9種の菌類に就き實驗せられたる結果「腐朽菌を二大群別し得るに絕對的なる反 

應ではないやうに思惟'せられるjとなす。

著者は兩氏に係る成績並に旣に發表せられたる成績を參照し,酉達木材バルプの腐敗に 

依る供試料の色調の變化を觀れぼ略々一致するもの,或は,全く相違せ•し堤合を生じたる 

を以て本試驗に於そは曹逹未晒バルプを供試料となす特殊なる埸合として,著者の觀察せ 

し成績の範囲內に於て考察するものとす。
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第4表 供試料の色調の變化(経過日數200日)

接和苗

笹 股
演 の 名科;

*

供

ス ギ
パルプ

ヒノキ丨 
バルフ・ i

料 の

アカマッ 
バルプ

種

カラマッ 
パルプ

别

アスナロ
パルプ

1
2
3
4
5
6
7

• 8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

ミダレアミタケ 

ナ ナ 奇變 Vi 

マンネンノ、リタケ 

ッガサルノ nジカケ 

ク ロ コ ブ タ ケ 

二クウスパタケ 

ヒメッロカ匕ガラタケ 

エ ゴ ノ キ タ ケ 

タイダイタケ 

マ ス タ ケ

七 イ ロ タ ケ

カ ハ ラ タ ケ

ワダクサレタケ 

ス 工 七 口 タ 吵

カタシラゲタケ 

ク ロ ク モ タ ケ

ク ノゝ) タ ケ

No.1.
| No- 2.

局部的 
白

耕色

)0部的 
白 
1*1

黒榊班紋 
白

黑視班枚 
扃部的 

白

白

局部的 

A 
局部的 

1*1
黑福色

黒剤色

褐色

1*1
黒福班汶 

褐色

淡褐色

淡褐色

局部的 
白

・ 一

荆色

袍色

白

白
黒补臓故

IU
白

黑福班波

局部的
白

局部的 
白

•黑福色

黑祸色

白

淡褐色

淡褐色

扃部的 
白

局部的
白

白 
黒剤班紋

淡祸色

白

白

白 
黑福班紋

白 
秘色班紋

局部的
白 

局部的
白

黒樹色

黒松色

おJ色

棍色

おi色

1*1 
黒おm紋

袍色

梱色

白 
黒籾班敘 

白 
黒祸班敘 

白 
黑朴!班枚 
局部的

白

局部的 
白 

局部的
白

黑祸色

黒おI色
局部的 

白

淡褐色

淡褐色

淡褐色

<白
黑剤班敘

おi色

_____ 4

白
黒剤班紋 

白
黒お｝班紋

白
黒林!班紋

淡福色

局部的 
白

局部的 
白

黒褐色

黒朴!色

局部的 
白

淡おJ色

淡朴!色

淡朴｝色

*0 (3)菌類發育の狀況

供試料・肉眼的觀察に依る菌類發育の狀況竝に豫め•準備せし培羨塞より採取せし試料を /

以て檢鏡せし成績を綜合すれ!よ,第5表に示す如し。

空中菌絲衆の多少竝に色調は菌類の性質に起因する處多く,菌絲繁殖の狀況竝に菌叢の 

形狀とは蜜接なる關係を有すべきも,特にパルプに接種?せる場合には是が離解せるH噸維 

の集合體なるがため,木材を寄生とせる場合とは自ら共趣を異にすべし。菌絲發育•“狀況 

は多く塞內なるもNo.17クリタケ,No.18. No.1.No.19. No. 2.等は基面にして,菌 

絲發育の狀況は,是れを木材に接種せし堤合とは相違しパルプ繊維の隙間を縫な,比較 

的容易に發育する傾向あり。菌叢部の分泌物は初期に於ては認め得ざるも,約1〇日5r經
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第5表 菌類發育の狀況(經過日數200日)

接種屹

番號
苗 の 名 稱

空甲常当頂絲繁严豺叢 

毋1色叫殖狀況,育狀る

ぎ做部i?仲 
!分泌物［形知

上:.&

灰腳
個 考

1
2
3
4
5
.6

7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

ミダレアミタケ 

ア ナ靑變苗 

マンネンノ、リタク・ 

ッガサルノコシカケ 

グ ロ コ ブ タ ケ 

二クウス K タケ 

ヒメシロカ匕ガラタケ 

エ ゴノ キ タ ケ 

ダイダイ タケ 

マ ス タ ケ

ヒ イ ロ タ ケ

カ ノ・ラ ダ ケ

ワタクサレ五ケ 

ス 工 匕 口 タ ケ

カタシラゲタナ 

ク ロ グ モ タ ケ

ク リ タ ケ

Xo.1, 
No. 2・

少

多 

普 

多 

普 

多 

普 

少

多

多 

少

少 

普

少 

少 

少

白

白 

りリ 
ーム 

白

白 

白 

黄

毋肉

白 

白 

白 

白

11

白 

綠

襟

粗

一

密 

普 

密 

普 

密 

密 

粗 

密 

普 

密 

粗 

粗 

普 

粗 

粗 

粗

塞内

基内 

鹿內 

基內 

基內 

兀内

基內

基內 

基內 

席內 

基内 

基内 

基內 

基而 

基而 

基而

+

+

+

,+

+

+

+

+

+

+

+

+

個卸

尖形 

不正形

平海 

m形 

安形 

平排

公形 

平滑

平滑 

班紋 

疎收 

佃価 

flufil 

仙钿

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

蘭の發育が試 

料の內部に及 

ぷしのを玆に 

「J&内」とし表 

而的なるもの 

を「暴而」と稱 

して表示す。

過せし以降に於て出现し,特に|"アカマツパルプ」に於けるNc.1.ミグレアミタケ,No. 4. 

ツガサルノコシカケ,「アスナロパルブ」に於けるNo.1.ミダレアミタケ,No. 6.=クウス 

バタケは廩々分泌す。然れども,槪して分泌物は菌絲の發育に伴ひて盛哀を生じ,位置も 

亦變更するは供試料に於ける!ZiJri©發育の盛衰と密接なる關係を有すべし〇菌叢の形狀は 

蘭類によりて特異性を衣徴すNも,特に供試料の種:別に依る差異顯昔ならす。侶酸石灰の 

緒晶を檢乾するに襟濒發育の初期に於ては是を認め得ざりしも,約!0日セ經過せし以降 

に於ては容易に認め得らるるも,共の多くは菌叢部の分泌物に近接せる菌叢郡の裏面に在 

り,尙培養基の各所よりi武料を採取して鏡査せしに蘭絲の發育に從って菌絲に添って見出 

さる揚合屢々あり。特に同一供;武料に於て,蘭絲の發育を見ざる部分より採取せ・し試:料に

は發見し得ざる揚合多し。

玆に供試料の種別に就音齣査せし成糾を示せば次の如し〇

(イ)供試群スギパルブ

9

寒天培養基上に圮・養せる菌セ昭和!4年」〇月5日にパルプに接蓟せし後約200日セ 

經過せし昭和!5年4月下旬に於ける狀態を基礎として供試料の變化祀比較すれば,供 

試料を最も甚しく腐敗せしめたるはNo.6.ニクウスバタケ,No. 9.ダイダイダケ,に 

して,兩者は共に淡調色未晒パルプを完全に白色に變ぜり。是れに次ぐ席收の程度を示 

せしはNo. 7.ヒメシロカヒガラタケ,.No.1.ミダレ丁ミタケ,No. 4.ツガサ共ノコ 

• シカケ,No.11.ヒイロタケ,No.13.ワタクサレタケ,の順位となし,No. 7•ヒメシ□

カヒガラタケ,は完全に白色に變じ,No. 4.ッガサノ］ ノコシカケ,No.13.ワタクサレ 

タケは完全に黑褐色と變じ,No.1ミダレブミタケ,No.11.ヒイロタケは白色及び 

黑褐色に變じたるも區別明瞭なり〇腐敗軽微と認められしものはNo. 5•クロコブ 

タケ,No.8.エゴノキタケ,No.12.カノ,、ラタケ,No.14.スエヒロタケ,No.15.カタ 

シラゲダケ,No.16.クロクモダケ,にしてNo.16.クロクモタケ,は完全に培養欢を白 

色に變じ,No.14.スエヒロタケ,は完全に黑褐色に變じ,No. 5.クロコフ’»ケ,No. 8.

エゴノキタケ,No.12.カハラタケ,No.15.方タシラゲタケ,は白色及黑福色部を惡 

おられ,共の區別明瞭なり。腐敗を認めざりしはNo. 2ブナす酸苗,No. 3.マン:ネン 

ハリタケ,No.10.マスタケ,No.17.クリ歹ケ,No.18. No.1.No.19. No. 2.なり。 

(第1圖(1). (2). (3). (4)參照)

< 斯くの如く供試料に變化を生ぜしめたるは,接科せし菌類の警育に伴ふ直接,間接的

影響に起因すべく,此馬に空中菌絲のW:を做ればNo. 4•ッガサルノコシカケ,X〇, 6. 

=クウスバタケ,No. 8.エゴノキタケ,No.11.ヒイロタケ,No.13.ワタクサレタケ 

等に多くして,特にNo.11.ヒイロタケに於て最も顯菁なり。菌絲の發育は何れ.もパル 

ブの內部に及びNo. 7.ヒ』シロカビガラタケ,、〇•16.クロクモタケ,等の如く空中菌 

絲竝に菌絲繁殖共に顯著ならざるも,供試料D變化比較的大なる例外を認、めたり。

供試料く變化比較的迅速に現れたるは 沖.4.ッガサルノコシカケ,No. 6.=クウス 

• バタケ,No. 7.ヒメシロカヒガラタケ,にして經過日數10日以前,旣に縦色を認め" 

るも,No.11.ヒイロタケ,No.16.クロクモタケ,等は菌類接種:以降約100日を経過 

したる際潮く色調の變化を認めたい。

〇)供・試料ヒノキパルプ
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供試料を著しく變化せしめたる菌類はNo. 6.ニクウスバタケ,No. 7.ヒメシロカ 

ヒガラタケ,No. 8.エゴノキタケ,No. 9.ダイダイタケ,No.15.カタシラケタケ,等 

にして,No. 6.ニクウスバタケ,No. 7.ヒメシロカヒガラタケ,No. 8.エゴノキタケ, 

No. 9.ダイダイタケ,何れも完全白色に變じ,No.15.カタシラゲタケ,は白色中に黑 

褐色の斑紋を點在せり。これに次ぎてはXo.1.ミダレアミタケ,No. 4.ツガサルノコ 

シカケ,No.11.ヒイロタケ,No.12.カハラタケ,No.13.ワタクサレタケ,等にして 

No.1.ミダレアミタケ,No.12.カノ、ラタケ,は白色に楊色の现紋を有し,No. 4.ツガ 

サルノコシ’カケ,No.11.ヒイロタケ,No.13.マタクサレタケ,は何れも供試料を完 

全に黑褐色に變じたり。而して腐敗輕微と認めらるるものは,No. 5.クロコブタケ, 

No.14.スエヒロタケ,No.17.クリタケ,No.18. No.1.No.19. No. 2.等にして, 

No.14.スエヒロタケ,No. 5.クロコブタケ,は完全に黑褐色に變じ,No. 7.ヒメシロ 

カヒガラタケ,No.18. No. "I. No.19. No.2.は白色を含む。變色を認めざるはNo. 2. 

ブナ靑變菌,No. 3.マンネンハリタケ,No.10.マスタケ,No.16.クロクモタケ,等 

なり。(第2圖⑴.(2). (3). (4)參照)

供試料の變色に對し菌類發育の狀況を比較すれば,空中菌絲の量はNo. 4•ツガサル 

ノコシ,カケ,No. 6.ニクウスバタケ,No. 7.ヒメシロカヒガラタケ,8.エゴノキ 

タケ,No. 9.ダイダイタケ,No.11.ヒイロタケ,No.13.ワタクサレ板ケ,尊に多く 

菌絲放殖の狀況密なる場合は菌絲の發育,供試料の內部に及ぶ傾向ありて,供試料の變 

色とは密接なる關係を有す。

(ハ)供試料アカマツバルブ・ ^ ・ 、

供試料アカマツパルパに於ては稍稍趣を異にし,供試料の變色顯若なりしはNo.1. 

ミタレアミクケ,No. 4.ツガサルノコシカケ,No. 6.ニクウスバタ、ケ,No. 7.ヒメシ 

口カヒガラタケ,No. S.エゴノキタケ,No.11.ヒイロタケ,にして,No. 6.ニクウる 

バタケ,No. 7.ビメシロカヒガラタケ,No. 8.エゴノキタケ,は完全に白色に變じ, 

No. 4.ツガサルノコシカケ’は黑祝色を呈し.ド〇.1.ミダレアミタケ,No.11.ヒイQ 

タケ,は白色に黑羯色の斑紋を含か。No. 9.ダイダイタケ,No.12.カハラタケ,No. 

13.ワタクサレクケ,No.14.スエヒロタケ,箸;は,是に次ぎ,No. 9.ダイダイタケ,No.

2カハラタケ’は白色に,No.13.ウタクサレタケ,No.14.スエヒロタケ,は完全に

黑閑色に變す〇悔敗怪微と認めたるものはno. 5.ク订コブクケ,No.18. No.1.No. 

11

19. No. 2.にして,供試を變化せしめざりしはNo. 2.ブナ靑變菌,No. 3.マン、ネンタ 

ヶ,No10.マスタケ,No.16.クロクモタケ,No.17.クリタケ,等とす。本供試料に 

於ては,供状料に變化を生ぜじ苗類比較的多く,且つ腐敗は比較的迅速に進み,經過日 

數10日一的に於て旣に變化iを現はせしものNo.1.ミダレアミタケ,他8粳に逹せしは特 

徴と親るべく,是れに關瞬して空中苗絲の拍:苦亦多く,菌絲の繁殖密にして供試料の內 

部に及び,處我部分泌物はNo.1.ミダレブミタケ,No.4.ツガサルノコシカケ,に多 

し。(第3圖(1).⑵.(3). (4)挂照)

(二)供試料カラマツパルプ

供試料カラマツパルブに於てはアカマツバルブの場合士極めて類似の現魚を現はし, 

No.1.ミダレアミタケ,No. 6.ニクウスタケ,No. 7.ヒメシロカヒガラタケ,No. 8. 

エゴノキタケ,No.11.ヒイロタケ,略は供試料の變化顯著にして,No.1.ミダレアサ 

タケ・No. 6.ニクウスバタケ,は供試料を白色に變じたるも,黑楊色の斑紋を含み, 

5 〇, 7.ヒメシロカヒガラタケ,No. 8.•エゴノキタケ,は完全に白色となり,No.11. 

ヒイロタケ,は完全に將曷色に變じたり。No. 4•ッガサルノコシカケ,No. 9.ダイダ 

イタケ,No.12.カハラタケ,No.13.ワタクサレタケ,No.14.スエヒロタケ,No. 

ip.カタシラゲタケ,警是れに次ぎ,No" 4.ッガサルノコシカケ,は完全に黑褐色を呈 

して分泌物多く,No.14.スエヒロタケ,No.15.カタシラゲタケ,も亦完全に黑褐色 

に變す。供試料の變化輕微なものはNo・.•クロコブタケ,No.10.マスタテ,No.17. 

クリタケ,No.18. No.1.No.19. No. 2.等にして,.腐敗を認めざりしはNo. 2.ブナ 

靑變菌,No. 3マンネンハリタケ,阮項・クロクモ"等にして,腐敗著しきものは 

空中菌絲の重,供試料の變化も亦著しく,蘭絲の繁殖密にして供試料の內部に及ぶ傾向 

あり。(第 4 圖(1). (2). (3). (4)瑟照)

(ホ)供試料アスナロパルブ

供,找料アスナロバルブに於ては,前ー者に此較し 供試料の變化は顯著ならざる傾向あ 

り。No. 6.ニクウスパタケ,は供試料を著しく變色し,完全に白色を呈するもNo.1. 

ミダレアミタケ,No. 7.ヒメシロカヒカラタケ,No. 8.エゴノキタケ,No.11.ヒイロ 

タケ,No,12.カハラタケ,等は顯著ならす。特に,No. 4.•ッガサルノコシカケ,No. 9. 

ダイダイタケ,No.10.マスタケ,No.13.ワタクサレタケ,No.14.スエヒロタケ, 

No.15.カタシラゲタケ,No.16.クロクモタケ,No.17.クリタケ(No.18. No.1.

No.1.No
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No.19. No. 2.等は何れも輕微にして,No. 2.ブナ靑變菌,No. 3.マンネンハリタケ, 

No. 5.クロコブタケ’は變化を码め得ざりき。(第5圖(1). (2). (3). (4)公照)

從って空中菌絲はNo.11.ヒイロタケ,に於て比較的に多量なりしも共他は著しから 

ずして,菌絲の緊殖狀況も亦粗なり。然れども菌彪部分;必物はNo.1.ミダレアミタケ, 

No・4.ッガサルノコシカケ,No. 6.ニクウスバタケ,No. 7.ヒメシロカヒガラタケ, 

No. 8.エゴノキタケ,No.19. No. 2.等二屢々觀られ,特にNo.1.ミダレアミタケ, 

No. 6.ニクウスバタケに顯著なりしは前者に比較し相違せる現象なり。

、是れを要するに,曹達木材パルブ(未晒)を供試料にして菌類を接秋し約200日間恒溫 

室內に配列し,共の腐敗の狀況を觀察すれば,菌類の種:別に依りて共の程皮を相違する 

も«比較的顯著なる腐敗現象の生するを認め得たり6此處に供試料の底而の表现する未晒 

パルブ原色(淡褐色)に對し 色胴の變化を以て腐敗の程度を比・較すれば次ぎの如く類別 

し得べし。

(1) 腐敗顯著なるもの,

No. 4•ッガサルノコシカケ

No. 6.ニクウスバタケ

No. 7.ヒメシロカヒガラクケ

No. 8.エゴノキタケ

(2) 腐敗輕微なるもの

No.1.ミダレアミタケ

No. 5.クロコブタケ

No.11.ヒイロタ・ケ

No.12.カハラタケ

(3) 腐敗を認め得ざりしもの

No. 2.ブナ靑變菌

然れども•腐敗の程度は供試料の種別に依りて相違する場合多く,特にNo.16.クロク 

モタケはスギパルプに對しては,阳敗せしめたるも,J七他には極めて軽微なる程度に止ま 

りたるは特徴と謂ひ得べし。

槪括すれば,アスナロパルプの埸合は慎敗の程度比較的怪少にして,ブカマツパルブに 

No. 9.ダイダイタゲ

No.13.ワタクサレクケ ・

No.14.スエヒロタケ

No.15.カタシラゲタケ

No.16.クロクモタケ

No.17•クリタケ

No.18. Nx>.1 ®

No.19. No. 2

マンネンハリタケNo.10

13

著し。彌敗の比較的速かなりしは,No. 4•ツガサルノコシカケ,No. 6.ニクウスノヾタケ, 

No. 7.ヒメシロカヒガラタケ,No.12.カハラタケ等にして,空中菌絲の母多きものは, 

No. 4•ツガサルノコシカケ,No. 6.ニクウスバタケ,No. 7.ヒメシロカヒガラタケ, 

No. 8.エゴノキタケ,No.11.ヒイロタケ,No.13ワタクサレタケ等と認めらる。

斯くして,供試料の色調を白色又は黑褐色に變色せしめたるもの及び兩者の溫別不明潦 

なるものに依り菌類を類別すれば次の如し。

1. 供試料を白色ならしめたるもの。(第9圖金照)

No. 6.ニクウスバタケ No. 8.エゴノキタケ・ .

No. 7.ヒメシロカヒガラタケ No. 9.ダイダイタケ

2. 供試料を黑褐色ならしめたるもの。(第6圖瑟照)

No. 4.ツガサルノコシカケ No.14. xエヒロタケ

No.13.ワタクサレタケ

3. 識別不明瞭なるもの。

No.1.ミダレアミタケ(1に所風するものと見做さる)(第8圖瑟照)

No.12.カハラタケ (1に所屬するものと見做さる)
溝

No.15.カタシラケクケ(1に所阻するものと見做さる) "

No. 5.クロコブタグ(2に所离するものと見做さる)(第7圖金照)

No.11.ヒイロタケ (2に所％するものと見做さる) 〃

本試驗に於て腐敗の程度を主として培養墓の色調の變化に準據せしは,肉眼的・別,比 

較的容易なると共に,後述せんとする顯微化學調査上便宜ならしめたるに因るも,供試料 

’には淡福色を呈する未晒パルプを使用せしため,供試料を黑褐色に變ずる菌類に就浅て 

は,判定稍々困難なる缺點あり。尙且供試用末晒パルプは平均12°&‘の苛性曹達溶液を 

以て丿低カ!10ポンド,6時間蒸煮せし關係上,木材に含有するリグニンは著し < 減失し, 

七ルローズも亦化學的變化を生ずるため,リグ"ン溶解菌竝にセルロ ーズ溶解菌に對して 

は,木材に比較し,異なりたる現象を現出するものと推察;せられ,又菌の種:類に依りて 

は,反って共特性を明瞭に表微する場合あるものと思惟せらる。從って,曹逹パルブ蒸煮 

時用］別に換パ•すればリグニン狙失率の程度に就き菌類,特にリグニン溶解蘭の培養基に及 

ぽす那向を比帔腳査すれば,更ら・に独りたる特性を認め得べし〇

(4)供找料バルブの腐敗に仲ふ酸度の變化
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菌類の發育に因り供試料に及ぼす影響に關しては,旣に叙上せし如く,曲類各個粗に就 

き特異性を表徴するも,最も顯著なる現象として注意せ・られたるは,腐敗に伴ひて供試料 

は漸次酸性を呈するにあり。然れども,初期に於ける腐敗は局所的に發生する場合玄くし 

て,從って試料の摘出極めて困難なると,三角フラスコ內に雜菌の浸入する惧れあるを以 

て,本試驗に於ては顯徴鏡的笠驗の試料を採取すIる際にリトマス舐驗紙に依りて檢定して 

其變化を調査し,菌類接種［後200日を経過後,豫め準備せし供試料を開きて試料を採取 

し,直ちに乳鉢に移して巫採し,共滲出液を以て菌絲の痕宵に伴ふp口の測定を行へり。

•共の成績第6表に示す如くにして,pH訓定には横河缶:氣製作所製直讀式水素イオン計 

アンチモン也極を使用し,壓搾液約5c.c.を磁氣容器に移し,所定測定法に依り檢定せ 

り。尙檢液耗出極め・て困難なりし數质の供試料は金網を持って賦料を包みたる上曜抻し, 

檢液を採取せり〇勇に供試料は蘭類接此當時は何れも中性となす。

第6表 供試料のpH.(經過日數200日)

接種苗 供 試 料 の 柯 別
田 の 名 耕 ス ¥ ヒノキ アカマツ カラマッ アスナロ

パルア パルプ パルプ パルブ バルプ

1 ミダレアミダケ 4.4 4.4 4.7 5.1 4.6
2 ナ ナ 靑變苗 6.4 5.7 5.9 6.9 6.4

/
3 • マンネンハリタケ 6.8 6.1 6.5 7.1 6.6
4 ッガサルノコシカケ 3.7 3.1 3.7 3.6 3.1
5 ク ロ コ ブ タ ケ 5.9 5.6 6.4 6.6 6.7
6 二ク ウスパタケ 4.1 4.2 4.4 4.3 4.1
7 匕メシ口 1力匕ガラダケ 4.1 4.0 4.1 4.1 4.0
8 エづ ノ キ タ ケ 4.0 4.2 4.1 4.0 4.1
9 ダイダイクケ 3.4 3.5 3.3 3.4 6.5

10 マ ス タ ケ 6.4 5.9 6.6 6.3 6.5
11 匕 イ ロ タ ケ 4.5 4.0 4.2 4.4 4.1'
12 カ ハ ラ タ ケ 4.2 4.1 4.4 4.2 4.3
13 ワダクサレタケ 2.7 2.7 3.3 2.8 3.0
14 ス エ ヒ ロ タ ケ 4.8 4.7 5.2 4.9 —
15 カタシラ /タケ 4.1 4.2 4.2 4.8 、い

16 ク ロ ク モ タナ 3.8 5.5 5.9 6.0 6.9
17 ク 9 タ ケ 6.2 6.2 6.9 6.3 7.!

,
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接轲1哲
苗 の 名 稱

供 試 料 の 秋 別

番 號 ス ¥
Xルブ

ヒノキ 
バルフ・

アカマッ 
パルプ

カラマッ 
刀ルブ

アスナロ
刀ルプ

18
19

No.1.
No. 2.

6.1
6.2

6.2
4.4

6.7
6.8

6.5
6.2

6.9
6.8

共成糾に依れば酸度最も强きはNo.13.ワタクサレタケにして2.0級に屬し,是れに 

次ぎpH 3.0級に爆するものはNo. 4.マンネンハリタケ,No. 9.ダイダイタケにして, 

No.1.ミダレブミタケ,No. 6.=クウスバタケ,No. 7.ヒメシロカヒ・ガラタケ,No. 8. 

エゴノキタケ,No：1L ・ビイロタケ,Np.12.カハラタケ»No.14.ズエヒロタケ,No.15 

カタシラゲタケ等はpH 4.0級に屬す。

供,汶料に依!)此較的强き酸度を呈せしは極めて注意十べき現:?I罚1ぶべし〇而して中性 

又は微酸性を示せしはNo. 2.ブナ尚电陶No. 3.マンネンハリタケ,No. 〇,クロコブタ 

ヶ,No.10.マズタケ,No.16.クロクモタケ,No.17.クリタケ・No.1& No*1.No. 

19. No. 2.簪にして,’供試料の種別に依りg少の相違あり。又供,武料の變化(第3表至 

照)に對しpHを比較對照すれば肉眼的には蕊!別し得ざろ化學的變化を誘起せし場合あ 

るを知〇 〇

卽ち供試料の呈する酸度と肉眼的’問査に基く試料腐朽の狀態と對照すれ.ぱ酸度强言も 

のは變化も亦顯著にして,酸度弱きものは變化も亦僅少なる倾向え有し,供,汰料に班化え 

認めざ〇ものは原質の儘中性を示せり〇然れども,是蜂の相互關係は必らずしも一致せざ 

る場合を生じたるは,供試料の變化え単に肉眼的方法に依りて判定せし調査方法の不備な 

るを證するものにして,此處に外観的には認め得ざる化學的變化の潜在するものと考察せ 

技る。更らに,pH供試料の色關の變色の程度とを比鮫對照すれば,ー府共關係を明瞭な 

らしむべ < .卽ち酸度强きものは必らずしも色調を極度に變化せしむるものに非ずして, 

例:i No. 6.ユクウスバタケ,No. 7.ヒメシロカヒガラタケ,No. 8.エゴノキタケ等は 

pH 4.0級に屬し,且つ供試料の色調を完全に白色に變化せしめたるもNo.13.ワタク 

サレ・ンケはpH 2.0級に阻する供試料の變化顯誉ならずして,原質の淡褐色を僅かに楊色 

に變色せんとしたるに過ぎず〇斯くの如くパルプに接種・せし菌頌の發育に件ひて生ずる酸 

度の强弱竝肉眼的調査に依る供就料の礎化及變色の羿•度は單純なる夸察を以て判別し得ざ 

る現欢にして,菌題の性狀卽ちセルローズ溶解菌,又はリグ=ン溶解谓の類別に基き蘭知
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各個銘Iに就き腐敗の狀態を観察し,尙且つ腐敗現慕を理化學的見知より硏究を進め,共個 

性を阐明ならしむるを肝要とし,更らに適切なるpH測定法を考究する必要あるべし。 

然れども木材に關する化學的組成未だ网明ならざるもの多く,是”に關聯して木材将朽曲 

に依る腐敗現象に払ては,化學的變化竝に菌類の發育に伴ひて,酵素に因りて分解攝取せ 

らるる養分の化學的組成未だ詳ならざるに於ては,共の據咪を知るに難く,辿感とする處 

なり。

本硏究に依り曹達木材未晒パルプは腐敗に依り比較的强度の酸性を呈せしは,曹達木材 

パルプの腐敗の有無程度を化學的に指示するー方法として極めて垂耍なる因子と為すも, 

曹達パルプの1T用上には您外なる支障を惹起する場合なからざるものと思惟せらる。, 

(5)腐敗パルプの離解の難易

一般製紙工業に於て木材パルプは叩解機に依って繊維を離解し,且つ膠着力の増强を叶 

るは,抄紙上極めて巫要なる過程たる周知なり。

曹達パルプ製造法に於ても旣に記述"せし如く,特に離解を容易ならしむる便宜の爲め濕 

潤パルプ水分平均60%として供給しつつあるは,更ら’に共の過程を容易ならしQたるに 

外ならす。•

然るに菌類に依り腐敗を生じたる場合は,菌絲の發育は多くパルブ繊維の內に及び,旣 

に絡み合ったる邓額維の間隙を縫ひ,網狀に發逹するを以て離解は増々因難となるは想像 

し得る現象なり。 ‘

從って,パルブ腐敗に因る間接的障害として離解の難易を調査するは肝要なる刃頤とな 

すべし。 "

此處に於て,杨敗バルブの離解の難易を檢すべき二三の方法を弟・究せ・しも,是れを數値 

に求むる適當なる方法なぎ爲め,本試驗に於ては供試パルプに菌類を接種したる後200日 

を經過したる狼備訊:料より試料を摘出し,硝子板上にて離解し更に三角フラスコに移し 

て充分に振動しつつ離解の程度を觀察し,且つ共一部を鏡査して難易を檢定せ・り。

共の成裕第7表に示す如くにして,菌類に依り相違亨。

本成結に依ればNo. [4.スエヒロタケに依り腐敗せられたる供;我料は,離解極めて困難 

にして,是れに次ぎNo, 9.ダイダイタケ,No.15.カタシラゲタケ,No.[0•ワククサ 

レタケ,No. 8.エゴノキタケ,No.12.カハラタケ,No.11.ヒイロタケ,No. 7.ヒメシ 

口カヒガラタケ,No. 6.=クウスバタケ,No.1.ミダレアミ.タケの順位にして,腐敗怪
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第7表 供詮料の腐敗に伴ふ離解の難易(經過日以200日)

接秘苗
做 の 名 稱

供 試 料 の 轲 别

ス キ 匕ノキ アカマッ カラマッ アスナロ
k eプ バルフ・ パルプ バルプ 万ルブ

1 ミグレアミタ歩 + + + + + + + + + +

2 ブ ナ 尚變 Wi — — — —

3 マンネンハリタケ — 一 • —

4 ッガサルノコシカケ + + + + +

5 〃ロ コ ブ タ ケ + + + + +

6 二クウスパタケ + + + + + + + + + +

7 ヒメシロカヒガラダ歩 + + + + + + + + + +

8 エ コ•ノ キ タ ケ + + + + + + + + + + + +

9 ダイダ財タケ + + + + + + + + + + + + + +

10 マ ス タ ケ — — — —

11 ヒ イ ロ ダ ケ + + + + + + + + + + + + + +

12 カ ハ ラ タ ケ + + + + + + + +十+ + + + 4- + +

13 ワタクサレタケ + + + + + + + + + + + + + + + + + +

14 ス 工 匕 口 ダ タ +1+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

15 カタ Mラゲダケ + + + + + + + + + + + + + + + + + +

16 ク ロ ク モ ダ ケ + — — — — !

17 ク リ タ ケ — — — — —

18 No.1. — — 一 — —

19 No. 2. — 一 — — —

微なる場合は極めて容易に滩解す。

断くの如く,難解に難易を生じたるは發育せし苗絲の性狀,程度竝にパルプ?險維相互 

I用に絡み合ふ菌絲の分岐狀態に起因するものやして,特に离敗の進展に伴ひ單繊維を侵害 

しつつ細胞の內腔に侵入し,網狀に絡み合ふ現僚を生じ,堪々灘解を困燔ならしむるもの 

多し。然れ,ども共狀況は菌類に依りて異なり,是れを大別すれば増签基を黑楊色に褪じた 

るセルローズ溶解蘭は,供找料全體を伽伏又は寒天狀となし全く離解せすして,强いて强 

叩すれば塊狀に翊散する特徴を示し 是れを鏡査すれはパルブ繊維は甚だしく侵され,且 

つ寸斯せられて膠狀を呈し,・苗絲朿內に包含せらるるを觀る。共の最も顯著なる例證は 

No.14.スエヒロタケ,No.13.ワタクサレタケ,No. 4•ツガサルノコシカケとす〇

一一• …  ’ 一
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(第10圖参照)

供試料を白色に變ずるリグニン溶解菌に於ては,菌絲はパルブ單纖維の間隙を縫って發 

達し 更らに單纖維の內腔に佼入し,分岐して網狀をなすも,パルブ單繊椎は寸斷せらる 

る場合少く,現形を保有する關係上,菌絲が菌絲束を形成せさる限り離解は比帔的容易な 

り0

是れに屬する例證はNo. 6.=クウスバタケ,No. 7.ヒメシロカヒガラタケ,Nu. 8.エ 

ゴノキタ・ケに於て観らるるも,菌類に依り相違す。(第皿圖參照)

斯くの如くパルプの腐敗に依って生ずる離解の難易は,是れを腐敗に伴ふー現象として 

彩察する場合は菌頰の性質或は特異性として菌類相互の比較調査になし得べき因子となす 

も,製紙原料として腐敗パルプを混入せ・し場合,紙質に及ぼす影密に就き考慮を耍すべき 

要項となすべし。

此處に於て,セルローズ溶解菌に依りて腐敗せしNo.14.スエヒロタケを例證として採 

取し 是れを適當に離解して無菌曹達未晒パルプを混合し,試驗抄紙機を以て抄紙すれば 

膠狀の粒子は紙面に散在し,原質を漂白するも粒子は原色を保ち班點を生す。斯くの如き 

現像は葢し當然なる結果と訓ふを得べくセルロ ーズ溶解歯のため纖維は著しく凌質消減レ 

又は寸斷せられ,單繊維として存在なく,主としてPilz Ligupinの攫蔬狀粒子に過ぎざる 

に依る。是れに反し,リグニン洛解菌に依り腐敗せられたる場合には鏡査の結果パルプ繊 

維は原形を保つもの多きも,相當に侵害せられたるものありて,甚だしきは膠狀に破堕せ 

られたるものを含む。No. 7.ヒメシロカヒガラタケに依りて腐敗せられたる供試料を例證 

として,無菌パルブに混合抄紙すれば前者に比し著しからざるも,菌絲束に因る粒子は紙 

面に散在し,紙質を低減するものと認む。

因K,腐敗バルブは菌類接種［以後200日を經過せしものにして無菌パルプに對し約2〇 

%を混合せり。

是等の例證に依り窺知せらるる如く,曹逹パルプは腐敗に ’伴ひ紙質に及ぼす影縛眇から 

ずして,特にセルロユズ溶解菌に依る障害は著しきものと認めらる。 «

紙の强度に及ぼす影・響に關しては比較困難にして正確なる成績を得ざりしを以て省略せ 

り。 •‘ "''• ', 

(6)腐敗パルプに關する顯微化學試驗',

供試料の腐敗に依る變化に關する肉眼的試驗成紐を綜合すれぽ"菌類の發育と相俟って 
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供試料の色調の變化,酸度或は離解の難易に於て比較的大なる影響を蒙りたるもの多く, 

是れを祥細に観察すれぼ,曹達バルプに接秋せし菌顼竝に供試用バルブの種別に依りて特 

異性を表現する場合眇からず。從って,腐敗バルプの紙貿に及ぼす影響に就きては,單に 

肉眼的調査試驗のみを以て判定するは尙不充分なるがため,此處に顯微化學試驗を行ひ, 

パルブ單繊維の腐敗に因る變化を考究するものとせり。

一般に・菌類は主として,脂肪,澱粉,砂糖等の如ぎ炭水化物を養分として攝取するもの 

となすも,木材・腐朽蘭は菌絲の分泌する&帰に依り,木材成分中主としてリグニン又はセ 

ルローズを分解し是れを養分として插取し,發育するものとなし,リグニンを溶解十るも 

のをリグ=ン溶解菌(Ligunin disolving-fungi)又は(KorosionspHze)と稱し,セルロー 

ズ・を溶解するものをセルロ ーズ溶解苗(Cellose-disolving fungi又はDestrakt:〇•uspilzejと 

稱し,二種に群別せらるるは明らかなり。

本試驗に於ても,旣に供試料の色調の變彳匕に於て記述せし如く,曹達パルブを白色に變 

じたるリグニン溶解菌竝に曹達パルプを黑羯色に變じたるセルローズ溶解菌に依る腐敗を 

認めたるを以て,パルブ繊椎の鏡査に當りては兩者に關する比較就驗え•肝要となす。

然るに,パルブ繊維の鏡査に當りては鞭備的:^驗として,セルローズ竝にリグ=ンに對 

する適當なる’甘藥を必麼とし,且つ本詞瞼に使用せし曹達木材パルプQ也別に就き,化學 

的成分を明かならしむると共に供試輯として使用迂し曹達木材・パル,ブに存在するリグ=ン 

含有:fitに就き化學的分析を必夏となすべし。

玆に北島君三氏著〃木材腐朽論〃に揭載せられたる例證を摘錄すれば,Flack及び 

Hartig兩氏はFomes annosus に因りて腐朽せし唐枪材と同健康材との比較分析の結 

果,健康材に於ては比重〇•52ペントーザン1.6%,リグ=ン11.8%,娜素28.如％な 

るに對し,腐朽材は比重。演,ペントーザン0.9%,リグニン2.17%,維維素6.90%に 

して各成分は著しく減少・せし成紀］を示せリ。然るに西田屹二,沖實兩氏研究に係る腐朽木 

材の化學的硏究に於てはスギ,松材主耍成分(絕・乾容積に對する含有率)の健全材部に對 

する全腐朽材部の變化は,スギ健金材.部は繊維素48.92%リグニン32.58%なるに對し, 

全腐朽村部は繊維素1.05%,リグニン0.88%を示し,松健全材部は繊維素43.12%,リ 

グ二ン37.08%なるに對し,全腐朽材部は繊維素1.83%,リグニン65.1()%にして,被 

維素は甚しく滅少・せしも,リグつンは反って,増加せし成紐を示し 菌類に依り著しく共 

の性質異なることを示ほり。
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本試驗に於ても,健康パルブに對し腐敗パルプとを比較分析を必耍となすも,傷敗に伴 

ふ木材成分の分解に關しては笄かならざるもの多く,且つ菌絲’の分泌する酵素に因る分解 

作用に聲ても,尙將來の研琴に俟つべきもの多しとなす。依って著者は主として試藥に依 

る方法を適用し鏡査するものとなせり。特に本試驗に供せ・し試料は旣に厦々揭載せし如 

<,木材削片を苛性曹達を以て蒸解せ・し曹達未晒パルブなるを以て,蒸解に因り木材の組 

成は著しく變化し,就中ペントーザン,リグニンは分解に依り共の大部分は消失せられ, 

織維素も亦化學的變化を蒙りて變質せらるべく,又バルブ繊維は木材に於ける埸合とは相

違し,單纖維の絡み合ひの狀遞をなす關係上,菌絲の發育も全面的に普及し易き傾向を有 

し,更らに供試料は何れも泓潤パルブとして平均60%の水分を含有する等理化學的性質 

に於て著しく相違するが爲め,木材とは稍々異りたる見地を以て考察せらるべきものなり 

と認む。

此處に曹達木材•バルブの蒸解に因り化學的組成の變化を知る爲め中塚友一郞氏の研究に 

係るスギ,ヒノキ,アカマツ材に就き削片蒸解時間別に依る生成物パルブの收量及び組成 

に關する試驗成結を摘錄すれば次表の如し。

削片を蒸解せし條件は第8表に示す如くにして,全蒸解時間は1時間より11時間とな 

し,一種類に就き蒸解時間別試料•・ー质を得たり〇

第8表’蒸解條件

—・ 樹 莉

轲 目
ス ギ 匕 ノ キ ア カ マ ッ

削 片(;風 乾)kg

削 片(絶、［乾:)kg

蒸 解 液 泉 1

濃 '濃"

絕 乾 削 片kg常')

扱 高 壓 カ kg/em'

最商應カ到達時間 

液 高 湛 度°C

全 蒸 僻 喳 間 h

4.5
3.99

23
50.9
0.291

7
2

165
1～11

4.5
3.86

23
53.9
0.32

7
2

165
1〜11

6.7
5.83

23
82.3
0.32

7
2

165 ；
1〜11 j

1

蒸解に際しては削片を充分に風乾して供找し,iパルブ化せるものは紙狀となし,之れを 

細斷分析試料となし,原料木材竝びに木材組織を保持したるものは風乾後粉碎し,60～100
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メッシュの部分を分析試料とせり。尙分析方法の峽を示せば,テルコール,ベンゾール 

抽出物はアルコール,ベンゾール混合液(33卷:67容)を以て6時間抽出,抽出物を秤 

量し,纖維素はアルコール,ベンゾール抽出殘渣料とし,Croas-Bevam法に侔り定信し, 
« 素は上記繊維素を17.5%苛性曹達にて處理,不溶解分を重量法に依りな量せり。リ

グ二ンは前記アルコール,ベンゾール抽出殘渣を,72%硫酸にて處理定・.ほし ベントーザ 
ン食12%|鹽酸にて蒸溜,フロログルシッドの鱼岚よりKr〇〃herの表に依りて束む。此徳

に實驗に依り得たるバルブ收仕及パルブの化學的紐成を示せば自第9衣至第U表の如く 

して,リグニンの溶解速度は全蒸解時間中一樣ならす。最高曄力に未だ到達せざる間にも 

• 相當溶解するも,最髙囈力に於ける最初の1時間の蒸解に依り急速に洛解す。然して破高

歴力蒸解を繼續すればリグ=ンは益々溶解し,蒸解11時間に及べば生成パルブの含有壮 

はスギ4.5%,ヒノキ2.5%,アカマツ1.2%の少量となり,共の溶解筮は樹中のリグユ 

ンに對し夫々96%, 97%及び98%となり,リグニンは完全に除去せらる。而してフル 

フラールを生成するペントーザンの一部は容易に蒸解初明に於て溶解し,一部は最後迄殘 
♦ > , ' ' * < ■ • f ・,* * ( , 、 」・

有するを知る。’

斯くの如く削片を全蒸解時間!!時間に於て蒸解すれば,曹達木材・ハルブ中に含有する 

リグニンは極めて少:IR:となり,就中アカマツは1.2%に過ぎす〇而れども本試驗に供せ"し 

曹達木材バルブは常法に依り蒸解時而6〜7時間にして,Hつ小栗的に製造せしパルブを 

特に使用せ・し關係上,共性質を異にする場合あるべし。依って供試料に就き化學分析を行

第9 •表 蒸解時間と生成物(パルブ)の收量及組成(ヒノキ)

添 僻

番 號

蒸 解

峙 間

收 爪

(絕乾木村 

に對し:)

生 成 的 組 成(絶乾物に對する百分率:)

アルコール 
ベンゾール 
抽出物

黒維素 a譲維素 リグニン
ペ ン ト
-ザソ

200
223

' 221
222
218
217
220
224

1

hra 
〇

1
2
3
5
7
9

11

•i
100.0
92.2
75.6
65.5
49.3
46.5
39.0
37.3

%2.29
1.69
1.61
1.12
0.48
0.34 
〇"45 
0.47

苔50.35

59.10
69.75
91.71
95.25
96.07
95.95

轄 38.01

53.93

83.87
83.59

■31.62
33.26
29.88
18.98
6.64
3.78
3.14
2.51

%11.22
9.76
9.86
6.21
6.06

4.93
5.34
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第10表 蒸解時間と生成物(・パルブ)の收鼻及組成(スギ)

蒸 解

番 象

蒸 佛

時 間

收 «
C絕乾木材 

に對し;)

生 族 物 紐 成(:絕乾物に對する百分率)

アルコール 
ベンゾール 
抽出物

跪維素 a蹈維素 リケニン 人»ン ト
ー ザシ

1C0
125
128
126
132
133
127
130

hrs 
〇

1
2
3
5
7
9

11

% 
100.0
86.2
81.7
60.1
48.6
43.1
38.6
30.6

%
2.57
1.76
1.35
1.52
1.03
1.04

•0.48
0.68

糸
51.35
49.92
56.50

77.18
85.62
92.98
94.28

弱
39.34
38.62
44.14

67.40
72.16
81.05
83.85

作
33.10
32.59
31.89
21.03
13.54
9.12
5.23
4.50

勃13.83
11.74
10.17
8.81
8.42
7.95
7.53
7.22

第n表 蒸解時間と生成物(バルブ)の收雅及組成(アカマツ)

蒸 解

畚 號

蒸 解

時 問
%

收 飛

C絶乾木材 

に對し:)

生成 物 紐 成(:絕乾物に對する百分率)

アルコール 
X 3✓ゾール 

抽出物
跄維素 a彼維索 リグニン ベ ン ト

_ ザ ン

300
310
307
306
304
303
305
308

hrs
〇

1
2
3
5
7
9

11

% 100.0
84.6
76.6
55.3
39.5
37.1
36.4
33.8

%2.71
1.18

0.88
0.32
0.24
0.17
0.06

% 52.69
60-38

83.11
94.88
96.73
97.29
97.18

并 39.01
43.90

64.88
—.

78.10
78.76
69.45

%25.37
27.58

9.64
2.56
2.07
1.54
1.24

%11.49
11.36

6.82
5.08
4.96
4.12
3.63

ひ,リグニン(絕乾物に對する％)を72%,硫酸法に依り定せしにスギパルブ6.99 % 

ヒノキパルブ8.71%,アカマツパルブ2.61%,カラマツパルプ4.55%,アスナロパルプ 

7.96%にして,中塚友一郞氏の實驗に係る成績に對し著しき差異を認めざるを以七,蒸解 

時間に因る組成の變化も亦類似するものと見做さるべし。

此處に於て,リグニン含有率比較的僅少なる曹達木材パルブを供获料となし,且つリグ 

=ン溶解菌に依るリグ=ンの分解狀態を鏡査ずる目的のため,ここに適當なる試藥を肝耍 

となすは明かなり。
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爾來リ・グニニ:關する試藥は種々發見せられ,パラニトラアニリン,フェニルヒドラケ 

ン,龊ア二リン,インドール,タリン,沃度反地等は推獎せらるる方法にして,又近時 

2.6—Diaminopyridinを18—36%鹽酸中に溶解する試藥を發見せられたるも,著者は時間別 

に蒸解状驗を行ひたる試料に就き,'Viewer氏の發見に係るフロログルシン(Phloroglusm) 

5%酒精溶液に浸漬せる試料に泗を加へ在るフロ "グルシン鹽酸法松適用し,共反!話 

鏡査せしに,蒸解1!阍用にしてリグ"含有率収％に過ぎざりしアカマツ未晒バルブ 

に於ても反應を觀たるを以て,更らに本瞄に供せし原質パルプに試みたるに何れも反感 

を認めたるを以て,此處に,フ'ロログルシン鹽酸法を使用するものとせり。然孔ども鏡査 

に際し注意すべきは,本試驗に供せし原質は曹逹木材パルプなる'が爲に木材に含有するリ 

グ二ンの大部分は不溜性なるAlkaliligninとして廢液中に混合し,バルブ繊維に殘存する 

リグニンも共性質を異にするも.っと思椎せらる。斯くの如き揚・合,リグニン溶解菌と雖 

も,種瀬に依りては是れを分解し養分として邮し得ざるものあるべく‘或は反って分解 

整促進するものあるべきものと推察せらる。著者は供試料として使用せし原質は充分に溫 

水洗滌せ・しパルプ社使用せり。

一般にリグニンは木材包被物(Inkmtationssubstanzen)として,繊維素と共に植物細胞 

壁蹄成するも,共本質は明瞭ならず,生成の機構も亦謡畦りて確然たらざるものな 

り。されども共性質は極めて安定し,抵抗性は强く’バクテリヤ及び菌類に依り分解され 
丄,セルローズ溶解菌に依りては分解さるること少く’ Pil2UgUinをして共糜溜せら 

るるものとす。唯リグニン分解苗に依りては分解せられ‘菌類發育のため養分として攝取 

せらるるものとなす〇

斯くの如き現象を基礎として試藥反應に依るバルブ柳維の腐敗狀況を觀察すれば‘尙不 

充分なる5Wからざるも,共本質にして未だ阐明ならざるを以て,本試驗に於ては,試藥 

に依る成紐の範圍內に於て:於察するものとす。

(イ)七ルローズ溶解頂に依る培础の蜓化

セルローズ藩解菌に依りて分解せられたる供試料は共結果としてリグニンを殘留する 

開係上 思褐色に變ずる木材腐朽の場合に觀る現象に依り推察せらる。從って本試験に 

於ては先づ供試料に接桢せし菌類を原木材片に接種し共腐朽に伴ひて表徴する白腐れ 

(Whiterots)又,は极色(Brown rota)の狀況を確認したる後,供試料の色調の變化と對 

照せらるべきも,一般に苗類に關する腐朽型(Type of decay)の分類完成せざるため’
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本試驗に於ては供試料を黑褐色に變じたるものはセルローズ務解菌に依る變色と見做 

す。然れども,此伝に注底すべきは,供試料が未晒パルプなるため淡褐色を呈するを以 

て,腐敗の程度に依りては肉眼的識別稍々困難なるもの多しQ依って著者は供状料バル 

ブを明臆に酬色に變じたるNo.14.スエヒロタケを例證として蹄せし成紀iを示せ 

ば,No.14.スエヒロタケに依り腐敗せし供試料パルプは種:別の如何に係らず,何れも 

全面を蜘色に變じ,酸度比較的强く(第6表參照)著しく饼狀を呈し,鏡禿状料の 

採取には極めて困難となる。依って共一部を切り取り,スライドグラス上に於て静かに 

壓し,齊敗の狀況を觀れば,黑褐色を呈する塊狀物質を貫通して著しく繁植する蘭絲は 

短片狀に寸斷せられたるバルブ繊維を包含し,一塊となりて,衝伏を呈するを觀る。

(目第10圖至第13.圖窪照)此噌にフロログルシン鹽酸法に依り反應を鏡査すれば, 

黑渦色塊狀物質・はリグニンの反應を呈するも,寸斯せられたる繊維に對しては明瞭なら 

ナ。又沃’’笑加旱濃硫験法に依ってセルローズに對する反應を試みたるに,纖椎はセル□ 

ーズ反應を呈するも明瞭ならず。依って濃硫酸を靜かに注加してセルローズを溶解せし 

むれば,明かに菌絲の侵入せし狀況を認めたり。尙供試料の一部を採取し加熱乾燥せし 

に,終に粉末狀を呈するに至れり。

是等鏡査に依る成紐竝に旣述せし肉眼的調査成紐とを綜合すれば,セルローズ溶解谓 

中No.14.スエヒロタケに依る物敗はパルブ繊維に對し著しき形縛を及ぼすものと認 

わられ,殘留する纖維は外觀上異常なきも著しく變化し容易に切斷され,更らに腐敗 

程度進展すれば,終に小切片に分解し,セルローズは終に溶解さるるを特徴とす。(第 

13圖劉め

'(ロ)リグ=ン溶解菌に依る培養塞の變化

本試験に於ては供状料パルブの色調を完全に白色に變じたるNo, 6.=クウスバタケ 

N。• 7.ヒメシロカヒガラタケ,No. 8.エゴノキタケを例證として鏡査せし成紐を綜合 

すれば,初期に於て-菌絲はパルプ繊維の間隙に沿ひて進み,分岐しては絡み合ひっつ發 

達する狀態は前者と異らざるも,(第以圖參照)供試料の色調を變色して白色となす 

場合は,全而を同時に變化せけむる邛•・なく,何れも局部的に侵害し,斑紋狀に賄在じ, 

日・つ色調の境界は明瞭なるを特徴とす〇更に腐敗の程度進展すれば,局部的に現はれた 

る斑紋は個々に兆大し,終に全而に及ぶ傾向あり。試に白色に變じたる局部を摘出し, 

スライドグラス上に静かに置き,72%硫靛を注入しつつセルローズを溶解し,鏡査すれ 
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ば,菌絲は熾維の周圍を取り卷音,且つ細胞の內腔に侵入し,網狀に發達するを藏る 

も,セルローズ］容解菌に於て認めたる濃福色の粒子は殘留するがなく,外荘的には糊胞 

膜を侵害せられし傾向少く,又單繊維は切片狀に寸斷せらるる現炭を認めざるを以て外 

觀的形態には異狀なきもの多し。

斯くの如せ狀況を以てお察すれば’•曲絲より分泌する酵素は細胞膜に含まるるリグ二 

ンを局部的に分解しつつ養分として攝取するのみならず,分泌せ・らるる摩索は相當つ濃 

度を保ちつつ集合するパルプ織維の間隙或は單撇維の細胞內腔に充滿せしめ,除去にリ 

グ二ンを分解しつつ攝取するものと思淮せ"らる。而して苗絲の發達に伴ひて順次に進展 

し 共葩圍え蹴大しつつ全面に及ぶ傾向あり。将・は試に供試料內數ケ所より白色都及 

び足れに接す淡掲黃白色部,並に淡掲黄白色部に接する淡掲色部を採取し,フロ"グル 

シン鹽酸法に依りてリグニンを鏡査せしに,白色部はリグニン反應を認めずして,沃度 

加里濃硫酸法に依り,セルローズ反應は总めたり。然るに淡楊黄白色部は淡福色部より 

稍々明瞭なる反應を認めたり〇

此處に注目せらるべまあー現魚は,供試料の一部が腐敗に依りて白色に變じたる場合 

は極めて幅狹邑黑掲色の境界居え現はすことにして,恰も苜逹木材バルブえ漂白劑を以 

て晒す場合,一旦黑尚色に變じたる後潮次漂白せらるる狀況に類似す。共Q原因は詳が 

ならざるも,鏡査すれば,黑褐色の粒子より成る塊狀物質は苗絲竝にバルブ也蹲阮周 

昭に膠差するを觀る。斯くの如率現象は酵素に因りて分解せられつっちる物質」?)⑥ 

中間過程(？)に於ける現依と見做されて,酵素'の作用はTもの題嫌(catalizzer)とし 

て分離在促進するものなるべぐしで,完金に白色に挺じたる部分には,黑相色の粒子は 

極めて稀れに觀る。斯くの如き狀況を示せる場"供試料は酸性を呈す。

第二には,腐敗に依り供メ料パルブを完全に白色ならしめたる場合飛石狀に黑褐色の 

斑紋を生じ,兩君の境界S極めて明瞭に為別せ・ らるる現象なり。(第S圖懇照)斯くの 

如浅现汝は木材の腐朽に於て,Frank氏の稍する保護材(protection wood)に如fflすべ 

く,或:はAS. Rhoads氏の硏先に依る如く楊色物は細胞內容物及び其の他の甲侦が泓 

度の存在に於ける酸化作川の結県,細胞膜を構成するセルローズ及びリグニンの如きも 

のと化成凌結し黑色の帶線を形成し菌の寄生に依りて共變化を促進せしめたる現整に 

して,木材の傳朽の骂・合に生するものにして,帯線內の護誤質は極め丁安定なる化合物 

となすも激化作用に因るべきかは詳かならずと謙［ふ。著潴は本は驗に於て,同一供法科
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より兩者を別個に採取して鏡査せ•しに,白色部の單槻維は原形を保つも,黑楊色部は甚 

だしく侵害され,脆く節狀に寸斷せられ,セルローズ溶解腐!に依り腐敗せられたる揚合 

に極めて類似す。著者63.5%濃硫酸又は酸化銅アムモ=ヤ液(schweitzers solusion)に 

依り膨潤性(Quellung)を鏡査せしに,共性質を現はすも,後者は出現•せざる場合多し。 

更らに72% 嘔を靜かに注入しつつセルローズを溶出し,共隣間に於ける菌絲の分布 

狀況を觀れば,兩奔共に細胞內腔に迄佼入發育する狀況を認めたるは極めて特異的現象 

にして,供試料パルプを白色ならしめたるはリグ本ン溶解菌にして,黑褐色ならしめた 

るはセルローズ溶解菌に依る腐敗と見做され,兩者は同時に又は一方的に出現せし現験 

と判定し得べし。

果して兩立せし現象なりとすれば,培養基調製の際兩褪の菌を共に接就・せし結果とな 

るべじ〇然るに斯くの如き現象はNo.1.-ミダレアミタケ,No.- 4•ッガサルノコシカケ 

No. 6.ニクウスバタケ,No. 7.ヒメシロカヒガラタケ,No. 8.エゴノキタケ,No. 9. 

ダイダイタケ,No.16.クロク居タケ,.に於て著しく出現し,供試料を黑褐色に變じた 

る際白色の斑紋を形成せざるものは,No.14.スエヒロタケを共例澄となす。然して供 

試料淡褐色にして菌絲の發冇著しがらざるものに黄白色の斑紋を飛石狀に散在する現象 

は度々認め得らるるも,斯くの如き場合はリグニン溶解谐の發育優勢ならざりし結果に 

因るものと認む〇

第三には•修酸石灰の結晶の出現にして著者の鏡査せし成紐に依れぱ,No. 2.ブナ靑變 

菌,No. 3.マンネンハリタケ,No. G.=クウスバタケ,No.10.マスタケ,No.19. 

糸.2等菌絲の發育微弱なるか又は發育せざりしものに認められすして,共他の供試菌、 

類には總てに認め得たり。然れども,共形成には特徴え有すべく,著者の鏡査せ・し成績 

を綜合すれば,共出現する位置は供試料パルブの內部に少なく,多くは菌坡部の直下面 

に現は?',內部に於ては菌絲に接して分布し,パルプ單繊維の間隙に多く,稀れに細胞 

暖內に點在す〇 (第;7圖參照ノ且又菌絲の繁殖とは關係を有するものの如く,繁殖の 

初期には殆んど觀られ宁して,菌が相當・發育し菌鼓部に分泌物を生するに至るに及び出 

現するものの如く,共間,密接なる關係を有すべし。而して菌類を接極せし以後100 0 

除を経過せ・し場合に初めて觀られ,セルロ ーズ溶解菌,リグ=ン溶解菌共に形成せ"ら 

る。ナミダタケC'ferulins lacymans. Fr.)は木材・腐朽菌として菌絲を木材內部に,生長 

し,細胞膜の織維素を溶解し,リグニン,タンニン及び祛酸石灰よりなる褐色の物質を 
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殘留すると,消ふも,本試驗に於ては菌絲の發育に直接關係を有するものと思惟せられた 

るを以て,試みに供試菌類の寒天培養恭に就き調査せしに"No.1.ミダレアミタケ, 

No. 7.ヒメシロカヒガラタケ,No. 3•エゴノキタケ,No. 9.歹イダイタケ,No.11.

ヒイロダケ,No.12.カハラタケ:No.13.ワダクサレタケ,No.14.スエヒロタケ, 

Xo.15.カタシラゲタケ,No.16.クロクモタケ,No.17.クリタケ,No.18. No.1.辱 

に結品をを認めたるえ以て,歯期の發育に伴ふ化學的現象と見做さるるべじ。是れをパ 

ルブの腐敗現象と對照すれ‘ば,替酸石灰の枯晶松認めたる場合は腐敗の程度ば相當に進 

展せるものど#へちれ,祛酸石灰の成因に關しては,供試料の腐敗に伴ふ酸化作用と相 

互關係を有すべし。

第四の現;•象はリグ=ン溶解苗に依りて培養基を完全に白色ならしめたる堤合共白色部 

を摘出しスライドグラス上に席かに離解し,バルブ繊維の腐敗狀態を鏡査すれば,原形 

は崩境せ・ざるも,極めて軟弱となり,静かに鷹すれば,扁平に膨張し,粘若する傾向を 

示す。(寫眞第!6圖瑟照)•斯くの如き現象は菌類"接翅せ・し後史。日以上を経過する 

容 鏡査し得たるものにして,供試料は相’當・酸性生呈し,菌絲は内部に充滿する狀況よ 

り推察すれば,菌絲の分泌する酵素に依りリグ=ンを分解すると共に七ルローズも亦化 

學的影響を誘起するものと認めらる。

(ハ)バルブ極維の膨潤性

一般植物組織は水申に於て膨潤し異方的膨潤〇血otrop" swelling)を呈し,膨潤劑に 

依りては球狀膨潤(Globular swelling)を生するものにして,近時纖維に關する性質試驗 

,に於て度々論及せらる處にして,バルブ繊維の性質比帔上服潤性の硏究に依り關明せら 

れたるもの渺なからず。

著者は膨潤剤としてW・L. Balls及びH. A. Hancok氏の研究に係る硫酸法及び 

H Miiller氏に件る酸化銀アムモニア液法を適用し,供試料の原質竝に接愁せし菌類別 

に腐敗繊維の性質を鏡査せり〇

此虑に共成績を綜合すれば,第一に使用せ・しスギ’ヒノキ’アカマツ’カラマツ‘プ 

スナロの曹達未晒パルブをスライドグラス上に近き,單繊維を摘出して長期間水中に浸 

漬I 膨消劑を靜かに注入すれば,繊維細咆の內腔は次第に光澤を增し,暫く緊張狀態 

在呈するも皮膜に膨潤劑漫透すれば第一次肝の一部に題裂を生じ,第二次•届は球狀膨潤 

を現はし,第一次肝は球狀膨潤部の兩端に匯縮せられて輪還を生じ,第三次居は萎縮す
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ることなく殘留す。更らに膨潤劑を加ふれば悸時にしぜ溶解し,膠狀え呈し,分散作用 

をなす〇此處に第一寸樞の桃裂線(Sprunglinien)は横脣(Querelement)を一致するか 

は詳かならざりしも,原質の種別に就きては特異性を認め得ざりき。

然るに蒸解曹逹バルブを叩解器に依り約二時間叩解し,單繊維:〇切斷せられたるもの 

を摘出して膨潤剤を注加しつつ瀬すれば,膨潤劑は鞠嚥の切斷面より迅速に浸透す 

る關係上,極めて急速に溶解膠狀を呈し鏡査困難なる場合多し。

悠上せし成績は正常なるー酉達パルブ單緞維に就き觀察せし現象にして,腐敗パルプに 

關して働くとも第一次府が種々なる原因に依りて損傷を蒙りたる關係上,腐敗の程度に 

因り膨潤性は著しく異りたる現象を呈するものと想像せらる〇依って著者は先づパルプ 

蒸煮時間を自一時間至拾一時間に類別し,時間別に蒸解せし曹達木材パルブより試料を 

適出し共各々に就言膨潤性を細せり〇

共成績に依れば

(1)壓カnoポンドに於て,最髙壓カー時間を持緻せ・し未蒸解未晒バルプを試料と 

して鏡花・せしに,單繊維な何れも强直にして異常な浅もの多く,膨潤削を靜かに注 

入すれば完全なる過程を經て明瞭なる球狀膨潤え示せり。

然して膨潤は單繊維申僅かに3〜4個所に現はるるのを特徴とす。

(2 )厘カ10°ポンドにして,最离壓力三時間を持緻蒸煮せし未晒パルプを試料とし 

て同樣なる實驗を試みたるに,膨潤劑を除えに注加すれば比較的速かに膨潤を生 

じ,且つ共個數は革繊維中に數個以上連緻し,回轉運動を伊ひつつ繊維の全長は嫌 

縮し,第三次居に小皺を生じ暫時にして溶解膠狀を呈す。

(3)歴カ11°ポンドにして最高壓カ9時間拼續して蒸解せる未晒パルブを試料とし 

て採取し鏡衣せしに單繊維は强百性を缺き,形狀扁平にして薄弱,屈折又は切損 

せるもの多し。此處に試料を適出し膨潤劑を除々に注入すれば,極めて迅速に球狀 

膨潤を現はすも明瞭ならす。單繊維は左右に振動しつつ,第一次底は波狀を呈して 

委縮し 第三次届も是れに伴ひて萎縮し,終に輪遅を認むることなくして溶解膠狀 

を呈するを特徴とす。然して邱繊維が切斷・せられたる場合は球狀膨凋を觀ることな 

くして分解す。屈折する弟繊維は屈折部の損傷の爲,特に膨潤現缭を誘起する場合 

は稀なり〇 ,

<4)前記！.2. 3の各場合に就き晒パルプを作製し,同樣實驗を試みたるに膨潤の

狀態は類似にして膨潤性を有するも,過度に漂白すれば異常あり〇

叙上せしは無菌普達未晒バルブに就音觀察せし成就を例證として示せしも,湖胞 

膜の化學的損傷に依り膨潤性に及ぼす影響を骐知し得べし。

此處に於て,腐敗パルブに關、する膨潤性を鏡査するためリグニン洛解菌としてNo.

6.ニクウスバタケ,No. 7.ヒメシロカヒガラタケ,No. 8.エゴノキタケを,セルロー 

ズ溶解菌としては,No.14.スエヒロタケより各供試料を多數採取し,膨潤劑の濃度を 

變じつつ是れを順次に加へて其狀態を觀察・せしに,リグニン溶解菌に依り供試料バルプ 

を完全に白色を呈せしめたる單秘維は膨潤性は極めて微弱にして,膨潤剖に依り速かに 

溶解す。セルローズ溶解菌に依りで兒全に黑為色に變じたる單繊維も,亦膨凋性を認め 

得すして前者と類似の狀態を示す。是れに反し菌の發育不完全なりしNo. 2.ブナ靑變 

菌の如き埸合は,無菌未晒パルブに等し注狀態を呈する以て,兩者の差異は極めて明瞭 

なるべきも,肉眼的に腐朽の程度を推定しつつ試料を採取すること困難なるがため,從 

って腐敗の程度を膨潤性の程度又は有無に依りて判定するは極めて困難なるべし。

特にセルローズ溶解菌に於ては單繊椎は短片に寸斷せられ且又黑褐色にして瞪狀を呈 

する殁留物を密着するため,觀察極めて困難なり。

然れども,本成績に依りリグニン洛解菌又はセルロ ーズ溶解菌の爲めに腐敗せられた 

るパルプは,著しく膨潤性を減退せし成紡を以て顧れば,化學的影響に因りて共原質を 

失ひ,組織に變化を生じたるは想像するに難からず。

共原因は菌絲の發育に伸ひ分泌せらるる酸化酵素に因り,・ハルブ繊椎中に含有する成 

分を分解し 養分として攝取する際,足れに依って生ずる化學的影懇と推察せられ,又 

一面に於ては培羨基のpHを増强せしむる酸性物質(?)のため,單繊維の細胞膜に變 

化を誘起し,是等直接間接的原因の綜合に因り影會せ"らるるものと思考せらるるも詳な 

らず。

in腐敗翰防方法

伊太利國立植物病理試驗場G. Goidanich, G. Borzini, A. Mezzetti, W. Wi\ani•の諸氏は 

Acrostokgmus cinnabarinus外四十五・種:の空中菌に就き,製紙用木材パルブの・變質竝に貯藏 

に關し試驗硏究成紐を發表せられ,人工培養基中の豫防割が木材パルブに接種せし微生物の 

發育に及ぼす影響に論及し腐敗に到する漁防劑どして次に示す藥剖を適用し,效果著しき 

を述べ,特に伊太利國に於ける氣候狀況は害菌の發育に好都合なるを以て被’存の豫防に關し
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て周到なる注意を耍する爭を指示せらる〇

ブタナスト・-ル 〇.03 %

ヂイトロフノf ール曹逹 0.02～0.03 %

重ク〇ム酸加里 0.1()%

弗化曹逹 0.5～0.6 %

鹽化亞铅 0.6—0.8%

硼.酸 1.0～1.2%

硼 砂 1.〇〜】.4 %

此處に本邦內地に於ける氣候狀況を務照すれば,四季に於ける平均氣溫竝に空中濕度に於 

ては,微生物の發育には極めて好都合なる條件を備ふるものと觀知せらる。就中當帝室林野 

局の經溶する曹逹パルプエ場の多くは山間壁地に位置し,且又濕潤パル・ブセ取扱ふ場合多咅 

ため,特に腐敗に關じては細心なる注意を肝要とすべし。

著者カ响敗パルプの試料を採取せし工場を例證として,製品パルナの取扱ひ方法に就き槪 

耍を述ぶれぼ,蒸解せ・しパルブは洗滌の後精選裝置に依りて殘渣を陇き,脫水機を以て脫水 

し,含水:R平均60%の狀歴に於て一時倉庫內に哨藏し,適當なる時期に包装の上搬出する 

を2乎通エなす。

從って包裝に際しては倉庫內片隅にパルプの一部を殘摘する場合多,く,爲めに腐敗の原因 

を誘起するものにして,斯くの如き例證は軍に當局工場に於てのみ生する現象に非すし 

て,•一般製窓工揚に於ても實現せし例證あり。就中製品パルブを貯藏する倉庫の羽目及び床 

張りに木材を使用し,换氣設備完全ならざる場合は腐收發生し易きものと認めらる。

然るに,一般に木材の慎朽に於ては防腐材・として藥刮を使用し得らるるも:特にパルブの 

腐敗の防止には,取扱上人畜に笹’存を及ぼさざるもの‘・ハルブに泞色せざるもの,バルブ繊 

維に藥害を與へざるもの,不溶性粉末削にして,パルブ中に混入し抄紙上障害を與へさるも 

の及び,紙製品に臭氣を附與せ・ざるものを必耍となし,且つ又經済上價格低廉なるを要すべ

し〇 ・

是等の要項を備へる藥剤は選採稍々困難なりしも,實!際上パルブ製品の取扱方法に關聯し 

て各秘の藥削につき調在试・驗せし結果,次ぎに示す魚防方法を適當と認めたり。

(1)曹逹パルプ製迭エ均に於ては狠品パルプは可及的速かに包片し,倉庫內に間隔を 

置きて配列し,换剥を計るものさす。包裝材料は,温潤パルプを取扱ふ關係上,腐敗を糖
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起する危ある南京袋,映等は出來得る限り使用を避け,クレオソートを主材となすサンド 

イッチベーパーを以て包裝するを適當と認む。

(2)製品倉庫內は常に淸潔となし 腐敗の防止に努むべきも,氣候の狀況,取扱方法 

の如何に依りては被害を生ずる場合な音に非らざるを以て,常にパルプの色調の變化翊こ 

腐敗に因る悪臭の發散に注意し,共原因を除きて害菌の細1を防止するに勞むべきなり。

(3 )パルブの樽敗防止用藥恂は實驗の結果次ぎの方法を推娈す。

製品バルブを貯藏する倉庫はコンクリー卜床張りとなし,排水を計り濃度•約4°Be‘ 〇 

苛性曹達溶液を以て屢々床面を洗滌し,腐敗パルプを思めたる場合は,被害あしぎ部分え 

除去し,共附近に貯藏せ・しバルブには新鮮なる晒粉を散布し適當K混合せしむれば.’"沛 

の發育.を阻止し 且つ製品パルプには何等の損保を與ふることなく,共目的を達し得べ 

し。

因に晒粉に依る防腐技驗に關して,将者は三角フラスコに塞天均養基を調製し,ヒメシ 

口カヒガラタケ,エゴノキタケ,ワタクサレタケ,スエヒロタケ,等を接種し,各種苗無 

に就音1個の埒養塞には胸粉を初紙にて包み三角フラスコの中空に懸垂して,綿栓し,他 

の!個には值類を接輙したる健にて綿检し,培・壬室に配列して菌類の發育狀況を比較せし 

に,晒粉を懸垂せし三角フラスコは苗類の發育を阻止せらるるを敬る。

實地な験としてはパルプエ揚にて採取せし腐敗バルブを二分し,一方に晒粉を混入して 

蘭絲の發育狀況を比較せ・しに前者と同樣に蘭Mの繁殖を沮止し得るを認めたh 〇 

IV考 察

スギ,ビノキ,アカマツ,カラマツ,アスナロ曹達未晒バルブを供,武料となし,ミがレア 

ミタグ,外拾八種:の菌類を接種し,宿敗に關する調査試驗を實行せし成結の範囲內に於て, 

腐敗の經過,狀況竝にパルプ繊椎に及ぼす墩恶に就言考察せんとす。

(1)曹達未晒パルブに菌類を接神:し,菌類の發育に伴ひて色調に變化を生ずる程度望肉 

眼的に觀察し,且つ苗絲發育の狀況を瑟照すれは,供試料バルブを著しく變化せしめたる 

ものは,No 6•ニクウスバタケ,No. 7.ヒメシロカヒガラタケ,No. 8.エゴノキタケ, 

No. 9.ダイダイタケにして,變化を認めざりしはNo. 2.ブナ靑變憤,No. 3.マンネンハ 

リタケとなし共の他を中庸となすも,供試料の種:類竝に菌類に依り異なる。特にNo.16.

クロクモタケはスギパルブに於て顯著にして,他の供試料パルプに對しては極めて輕微な 

りしは特異性と見做され,アカマツパルプは總じて變化甚しく,アスナロバルプは比校的

ー ー  一 
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僅少な急倾向あり。然れども曹達パルプ腐敗の現象は極めて復雜にして,菌類竝パルブの 

础IJ各個腹に就き特異性を表徴するめあるを以て,單に二三の觀察に依りては縱別し得 

ざる埸合多し。(自第1圖至第5圖參照)

(2)木材腐朽菌に關する腐朽型に就きては觇に爆々論及せられたる處にして,腐朽型の 

種別は主として木材中に含有するリグ三ン又はセルロ ーズの何れかを分解し,養分として 

攝取するかに起因するものとなす。

本試驗に於ても供試料パルプに菌類を接種せし以後約200日を經過せし狀況に依り,腐 

朽型の種［別に就き觀察すれば,明瞭に白色を呈するもの,黑^色に變じたるもの,及び共 

の中間的現象を示すもの等に類別し得らるるも,是等色調の變化は菌類發育の經過狀況と 

極めて密接なる關係を有するものにして,特に中間的現象を呈するものに於て苫し。(自 

第6圖至第9圖參照)

此處に例證を以て考察すれば,No. 6.ニク・ウスバタケは空中菌絲多く且つ供試料パルプ 

を完全に白咚に變じたるも,縱殖狀祝は密にして,蘭を接種!せ・し以後俚かに10日間を經 

過すれば旣に局部的に黃白色に憂じ,菌絲の發育迅速なり。而して約100日を經過す独 

ば,塞面は全面的に白色に變じ,明瞭に共特性を現はし,リグ=ン溶解菌に所屬するもの 

と認めらる。然るに共印色而には黑剤色の斑紋を現はし,兩者の境界は極めて明瞭※る特 

異的現/夾を示せり〇次ぎに,No.14.スエヒロタケを各刷瑯・達パルブに接種し共腐敗の狀 

況を覧れば,經過日數200日にして各供,武料バルブは何れも完全に黑褐色と變じ,腐敗パ 

ルブは饼狀を呈し,共一部を採取して鏡Wすればバルブ繊維は何れも寸斷せられ,黑揭色 

の膠狀物質にて粘若し 試藥に依りては明かにリグニン反應を示し,Pilz匝iminの殘带 

するものと見做さるる關係上,セルローズ］容解蘭に所屬するものと認めらる。然るに,No.- 

14スエヒロタケは木材腐朽菌に於ては白腐れを呈する•リグニン溶解菌に所屬するものと 

認められ,本成結とは全く正反對の現象を示す。此處た於て腐敗の經過狀況を詳細に觀察 

すれば菌を接種せし初期に於ては菌絲の發育極めて輕微なりしも,培養基は局部的に黄白 

色に變じたり。而して時日の經過に伴ひて次第に黄白色部は消失し,終に全面黑褐色に 

移终比し現象を認めたり〇又No. Lミグレアミタ・ケは經過日數200日に及びたるも供航: 

’料バルブの色調は著しき變化を生ぜざりしも,局部的に黃白色部及び黑褐色部の點在する 

セ認めたり。此處に前述せし二例證と比較對照すれば,中間的現象を呈するものと見做る 

べし。斯くの如く經過日敷に作ひて色調に移變を觀たるは興味ある現象にして,共原因は
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詳かならざるも,是れを例すれば(A)菌を接極セし初期に於ては共特性を表徵するも, 

經過日數を増加するに從ひて(A)苗に依って分解せられたるバルブ楓維の化學的組成が 

全く反泰なる性質を有する(B)苗の繁殖に有利なる環境に適合するため,(A)苗を接種 

せし當時或は共の前後に於て侵入したる(ハ)曲の發育を反って促進したる結果に起因す 

るものとも思惟せらH,又は同一蘭類に於ても曹達木材パルプに含有する化學的成分の如 

何に依りてセルローズ或はリグ=ンを分解して養ヤとなす適應性を有する性質を特徴とな 

す菌類たりとも推察せられるるも,後日の硏究に俟つべきものとす。特に本試験に供せし 

曹達未通バルブは木材とは異なりて単繊椎は絡み合ひの狀態を呈し 菌絲の發逹は極めて 

容易なるべく,又削片を苛性曹達に依りて蒸解せしため木材中の化學的組織は著しく變化 

し 就中リグ=ソの含有华は著しく減少せられたる狀態にあるは冷敗现・囈の治察上注意す 

•べき要項となすべし。

(3 )所釦リグ=ン溶解菌及びセルロ ーズ海,解菌に依る符敗現象は,バルプ柵維の性質に 

及ぼす影響顯著にして,從って間接には紙質を低下せしいる原卩、iをなすべし。(’自第!〇 

圖至第!6圖全照)卽ちセルローズ溶解菌に依りて腐敗せられたるバスブを全く黑褐色 

に變ずる迄進展せ・しむれば,バルブ撇維としての性質は全く減失す。リグニン溶解菌に依 

る揚合に供試料パルプは白色に變するを以て,外的上漂白せ・しパルブと極めて類似する 

も,繊椎は菌絲の分泌する酔祟に因りて仙頌蒙りて收弱となり,粘性・増し,共性質ほ著 

しく變化する傾向あり。試みに晒パ・兀ブ杷辟商こ依りて膨M性を鏡Kすれば幽囹現堑を認 

め得るも,菌類に依り白色と變じたるパルブ純椎は膨涸性著しく減退するを以て推察せら 

・ るべし。その原因は詳かならざるも,腐敗に伴ひて供試料の隈度は壊强せらるるため,酸

性物’實に因る影響も融なからざる・べし。腐敗に因るバルブの色調の變化比較的迅速に且 

つ明瞭に判別し得らるる埸合は,腐敗の程度も亦肉眼的に識別すること比較的容易なる 

も,菌絲の發育著しからざる堤合は原質パルブの色調たる淡楊色との判別困難な〇ものに 

して.斯くの如き揚合は腐敗に伴ひて局部的に生する淡黃白色部,又は局部的に濃掲色部 

を生する狀況に注意し以て縱別せらるる堤合あり。斯くの如き現象は,曹達パルブに含有 

する成分中主としてリグ=ンの含有爪:僅少なると共に,所,渭Alkaliliguinとして存在する 

關係上,苗類に依りては共の發育に必耍とする養分としては不充分なるか又は,惺HQ特 

性なるかは詳かならざ•るも,パルブ繊椎に及ぼす影響は輕視し得ざるもの多し。是れを耍 

するに蘭類に依る曹達木材未［®パルブの腐敗はリグ=ン搭解菌竝にセルローズ溶解岸i共に
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パ只プ織維に對し顯著なる損傷を附與する現依なるを以て,是れが防止を肝要となすは明 

かなり。又間接種:的影響として,腐敗パルプの多くは隣解極めて困雄となり,抄紙上に障 

’苦を生すべく,腐敗に伴ふ酸度の増强も亦曹達パルプの利用上支叩を誘起する場合あるべ 
し。• ¥

本弑験は特に泓潤パルブに就き腐敗試驗を行ひたるも,實際の埸合に於て用紙類,或は

再生紙原料の貯蔵中に於ても,氣候的’跳?に依り腐敗の危れあるものと思惟せらるるを以 

て是れが對策を後め考究する必要あるべし。

沖?にして著者は苛性曹達稀薄液に依る貯藏倉亦內の洗滌竝に新鮮なる脳粉を散布混入す

る方法を適用する挙に依り,防腐の效果著し者結果を得たるはバルブの貯載上诺する處I炒、會 

からざるべし。 ・

V摘 耍

(1) 苫者は主として帝室林野局の経麓に係る曹達パルブ製造工場に於て泓潤未晒パルプ 

の一部に腐敗現依を認めたるを以て.是れがパルブ織維に及ぼす影皆を血査試驗を行ふと 

共に簡易適切なる防腐方法をあ・究するものとす。

(2) 本M驗にはスギ,ヒノキ・アカマツ,カラマツ,アスナロ等の未晒曹達パんプを供 

試料として使用し・ミダレアミクケ外19宿の菌功を接種し,供決料バルブの變化,菌絲 

發育の狀況,酸度の測定,腐敗パルプ註僻.つ難豺及樣,顯微化咽甘驗を施行し,是等の調 

査試驗成續を綜合し,以て腐敗‘の經過状況&に利技に就&比較するものとせり。

C 3 )本試驗成績に依れば菌類の發育に作ひて供试i i・バルブに變化を生じたるも,共の程

度は蘭£0に依りて相違すると認めたり。就中供試料パルプの色調は是れを白色に變じたる .

もの,及び色調を黑褐色に變じたるものに類刖され,前者はリグニン溶解菌に依り,後者 

はセルローズ溶解歯に依る現象と見做さるるも,供狀料パルブを白色に變じたるも局部的 

に黑祝色の斑紋を現はせしEの,(例。No. 8.エゴノキタケ),供試料パルプを黑褐色に 

變じたるも局部的に黃白色の斑紋を生じたるもの,(例,No. Lミダレアミタケ),更らに・ 

初期に於ては局部的に黄白色を呈せ•しも後期に至りて培差・の全面を思楊色に移變せしめ 

たるもの(例,No. [4.スエヒロクケ)の如客特異性を表現せしものを生じたるは,菌類 

に關する腐敗型の判定K際しては,菌類發育の經過狀況を詳細に觀察するに非らざれば明 

確ならざるものと思惟せらる。

(4 ) i習絲發育の狀況( よ木材に於ける揚合と皆しく趣を異にせ・しは,供試料として使用せ 
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しパルブ繊維は單繊維の絡み合ひの狀態を示し,且つ苛性曹逹を以て蒸解せし關係上,化 

學的組成 相違すべく,特にリグ=ンの含有率岸しく減少せしに起因すべし。而して苗絲 

發育の狀況を网ればパルブ繊維の間隙を糙ひ,田又細胞內腔に侵入する傾向を有し,酵素 

に依りこ分解せ・られたる役分の攝取には比較的有利なる環境にあるものと諜、めらる關係 

上,繊維に及ぼす影應も亦擄大にして!1つ迅速に進展する場合多し。(例No. 8•エゴノキ 

タケ,No.13.ワタクサレタケ)

(•5)供試料バルブを黑用色に變じたるセルローズ溶解苗は,セルローズを分解し,黑褐 

色を呈する所謂Pilz liguninを殘留し,供伏料を㈱伏に分解し,總維は細斷し,離解を困 

蝶ならしむる等バルブ槻維の性質に及ぼす影・大なるを認める° (例No.13.ワタクサレ 

タケ)。供:武料を白色に變ずるリグ=ン湾解苗は肉眼的には著しき變化を潔め得ざるも,パ 

ルブ繊維は著しく軟弱となり,ELつ粘性を壊し,塊狀を呈し離解も亦困難なるため’前者 

と共に抄紙上支障を生するものと貞、めうる。(例No. 8.エゴノキタケ)〇

(6 )供試料パルプの秋別に依る腐敗现象は各々特徴を有し,ー樣ならざるも,概してア 

カマッバルブは腐敗の程度著しく»アスナロバルブは比較的僅少なり。

此忠に接飾せし•常類がバルブ繊維に及ぼす影窓の程度に依り,被害大なるもの,被害輕 

徵なるもの」被害を認めざるもの尊に類別すれば成績次ぎの如し。

被吿大なるもの

菌 名

被吿輕微なるもの 

菌 名

被杏認めざるもの

菌 名

ツガサルノコシカケ ミダレアミタケ ブナ靑醒苗

二クウスバタケ i
クロコブタケ マンネンハリタケ

ヒメシロカヒガラタケ ヒイロタケ マスタケ

エゴノキタケ カハラタケ・ ,!
•

-

ダイダイタケ ・ カタシラゲタケ

ワタクサレタケ クロクモダケ

スエヒロタケ クリタケ
・ ・ •-

No.1.

No. 2.

(7)パ,…‘の竹敗に伴ふ酸度の變化,增少は酉逹バルブを特種なる用途に使用せんとす 

るP：；-IゆEテ誘起する坞ざあるべきを以て,極めて注意すべき现象と思惟せらる〇
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(8.)曹達木材パルブの腐敗せし場合は色調に變化を生じ且つ惡臭を發散するを以て比較 

的容易に識別し得らるるも,本邦內地に於ける氣候狀況は菌類の發育に極めて有利なる環 

境にあるを以て,特に換林良なる木材倉.庫內に湘田パルプを貯蔵する場合は注意を肝要 

とすべし。

'(9 )腐敗パルプの發生を觀たる場合は可及的速かに足れを除去して共蜿を阻止するを 

得策となすも,藥劑を使用する埸合は人畜に有毒ならず且つ,パルブに着色せざるものを 

必耍となし,特に不溶解性粉末は不適當とす。依って著者は實驗の結果實用的方|法,と.し 

て,倉庫內床は可及的コンクリート張りとなし,屡々苛性曹逹稀薄液を以て洗滌し,「且ら 

腐敗パルブに接觸せしバルブには新鮮なる晒粉を散布,混入することに依り菌類の發育を 

阻止し得るものと認めたるを以て,此處に豫防法として推獎するものなり。

文

co 伊藤一雄;一 材質腐朽蘭類の織維素洛解に就て

日木林學命誌第二十二卷第五號

C2)北島君三;一 物病昂及木材腐朽食

C3)北烏君三;ー 建築土水用材腐朽苗の形您竝に之が飒に及ぼす溫度の 

彩簪林業技毆報吿第28號

C 4 )三沛伊八郞;一 推邛苗に依る木村組険分の變化に就て

東京帝大理學部附屬放習林報吿第十五號

C 5 ) Bavendamm, AV. : Uber das Vorkommen und den Nachweise von Oxydasen 

b *i holzzeretoren Pilzen-

Mitteilung Zeits f Pflanzenkr• ロ. Pflanzehsch. 1928.

(6) Davidson, R. W., Cam Hell,W. A. Blaisdell/ fungi by their rei.tions on 

gallic or taunic acid medium. J. Agr. Res. 1938.

C 7 ) G.Gojrlanifih, G. Borzin；, A, Mezzetli, W. Vivani :

—製紙用木材パルプの變質姓貯戏に關す多硏究 

伊・太利國立植物病即試驗場“1938 

く西門誰一氏抄錄、病魁害雜話第二十七卷第四號2

5

供試料番號は接種せし櫥の丽類た示す 

本文第二表岩照

第一圖 供貝料スギ哲達バルフ・のザ姉に依る,舟收狀況



第 一圖 供弑ド;ヒノキ四達パルy'-j.於君(に依«腐•收刀狀ふ

供拭料番魂は接程ぜし南の神類を示す 

本文第二表參照

第三圖 供試料アカマツ曹迷パルアの侑龍に依る糸敗の狀况

供試料番號は接謝せI備の純類を示す 

本Z第二表參照



第 四 圖 供技料カラマツ恥ハルブ刀收Mに依〇 收仕;".!

供試料番號は接粳せし偽•の稲試を示す 

本文第二安參照

第五圖 供い料アスナロ理試パルブの曲煎に依〇應敗狀况

供は料番號は接純せしの裡類な示す 

卜文第二表參照



第六圖 第七圖

’腐敗に依り供試料パルプを黑褐色に蟻色せし狀况 啊敗に伙リ供エT+パルズを黑掛业现紋狀二變色”£

し狀況

第八圖 第 九 圖

腐敗に依り供試料パ,レフ•を1'1也に變色せし狀况腐敗に依り供誠料パルプを白色に礎じ黑揭色の班 

紋を點イEする狀況

第 + 圖 第十一圖

セルローズ溶解苗に依り禅•收せし曾逑パルブ 

ノ狀况

セZI U -ズ溶解曲に依り腐敗しパルブ纖 

維は寸斷せられたる狀况

第十二圖

セルローズ溶解南に依り腐敗しパルフ・織維は寸斷 

せられたる狀况

第十三圖

セルローズ溶解曲・に依り湛敗:しパルプ辙維は溶解 

せられたる狀况



第十四圖

リグ=ン溶解爾に依り腐敗しバルプ缱誰にiii 

絲の發育する狀况 

第十五圖

リク=ン溶解曲に依り唱敗しパルブ編維に 

南・絲の發育する状あ

第十六圖 第十七圖

リグ=ン溶解南・に依り腐敗せしパルブ繊維の 

狀况 

リグ二ン溶解i肖に依り腐敗せしパ,レブ繊維間 

隙に芯淤石灰の緖nを他る状况


